
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造

山
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充

夫

一

は
　
じ
　
め
　
に

　
社
会
資
本
整
備
の
状
況
が
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
経
済
活
動
に
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
レ

て
社
会
資
本
整
備
は
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
社
会
資
本
は
社
会
的
生
産
の
一
般
的
条
件
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
ま

し
て
や
資
本
主
義
の
現
段
階
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
社
会
資
本
整
備
の
水
準
が
生
産
力
の
水
準
を
規
定
し
て
お
り
、
経
済
活
動
に
お
け
る
地
域

的
分
業
関
係
を
も
規
定
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
．

　
国
民
経
済
の
地
域
構
造
（
以
下
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
「
地
域
構
造
論
」
と
は
国
民
経
済
の
地
域
構
造
論
を
さ
す
）
は
、
国
民
経
済
の

再
生
産
構
造
の
地
域
的
分
業
体
系
で
あ
る
か
ら
、
生
産
力
水
準
だ
け
で
な
く
、
分
業
化
さ
れ
た
企
業
活
動
や
専
門
化
さ
れ
た
地
域
経
済
が
相

互
に
結
び
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
ハ
ー
ド
と
し
て
の
交
通
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
の
骨
格
を
形
作
づ
く
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
の
農
構
造
曹
お
い
て
は
、
そ
の
骨
格
の
形
成
そ
れ
自
体
に
関
す
る
論
及
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
ヒ
ト
カ
ネ
．
モ

ノ
の
空
間
的
流
動
に
つ
い
て
の
論
及
や
論
証
は
か
な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
空
間
的
流
動
を
可
能
に
す
る
条
件
の
整
備
に
関
し
て
は

等
閑
視
さ
れ
て
来
た
と
い
え
よ
う
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ

　
地
域
開
発
が
「
公
的
権
力
の
一
定
の
地
域
政
策
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
地
域
開
発
が
地
域
政
策

　
　
　
　
社
会
資
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の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
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地
域
構
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〔
4
〉

の
目
玉
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
公
共
事
業
と
し
て
事
実
上
の
産
業
政
策
の
役
割
を
持
た
さ
れ
て
い
る
現
段
階
の
日
本
に
あ
っ
て
、
公
共
事

業
を
通
じ
た
社
会
資
本
整
備
の
動
向
は
国
民
経
済
の
あ
り
方
に
基
本
的
な
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
社
会
資
本
整
備
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
）

域
性
は
地
域
構
造
の
形
成
に
基
本
的
な
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
地
域
構
造
論
に
お
け
る
地
域
政
策
分
野
で
の
理
論
展
開
の
弱
さ
は
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

会
資
本
の
役
割
を
理
論
的
に
は
消
極
的
に
し
か
取
り
あ
つ
か
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
。

　
一
国
に
お
け
る
求
心
的
地
域
構
造
の
形
成
は
中
央
集
権
制
国
家
σ
形
成
と
と
も
に
始
ま
る
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
古
代
律
令
制
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

降
、
首
都
京
都
を
中
心
と
し
た
街
道
・
海
路
な
ど
交
通
路
の
開
発
・
整
備
と
と
も
に
進
ん
だ
。
そ
の
後
の
生
産
力
の
発
展
は
、
首
都
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
大
都
市
が
成
立
す
る
基
盤
を
作
り
だ
し
、
近
世
に
お
い
て
は
東
京
（
江
戸
）
、
京
都
、
大
阪
と
い
う
大
都
市
が
あ
ら
わ
れ
た
．
そ
し
て
こ

の
三
大
都
市
間
の
交
通
路
お
よ
び
三
大
都
市
を
起
点
と
す
る
交
通
路
が
整
備
さ
れ
た
．
近
代
に
お
い
て
も
日
本
経
済
は
東
京
と
大
阪
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

二
つ
の
経
済
中
心
極
を
持
つ
地
域
構
造
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
。
特
に
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
鉄
道
は
、
ま
ず
「
太
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

洋
よ
り
と
東
北
地
方
と
に
片
寄
っ
て
」
建
設
が
始
ま
っ
た
．

　
「
政
治
の
東
京
」
、
　
「
経
済
の
大
阪
」
と
い
う
二
極
構
造
が
、
「
政
治
も
経
済
も
東
京
」
と
い
う
一
極
構
造
に
し
て
い
く
の
は
、
軍
事
経
済

化
推
進
の
た
め
に
上
か
ら
強
力
な
重
化
学
工
業
化
を
推
進
し
た
こ
と
が
］
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
取
引
額
は
例
え
ば
手
形
交
換
高

で
は
す
で
に
一
八
九
］
年
に
東
京
が
大
阪
を
上
回
っ
た
。
工
業
生
産
額
で
京
浜
工
業
地
帯
が
阪
神
工
業
地
帯
を
上
回
っ
た
の
は
］
九
三
九
年
で

　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

あ
っ
た
。
卸
売
業
販
売
額
に
お
い
て
東
京
が
大
阪
を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
し
か
し
、
戦
後
の
五
四
～
五
六
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

そ
し
て
大
阪
経
済
を
支
え
て
来
た
関
西
系
総
合
商
社
は
、
六
〇
～
七
〇
年
代
に
か
け
て
実
質
的
な
本
社
機
能
を
大
阪
か
ら
東
京
に
移
転
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
日
本
経
済
の
地
域
構
造
が
東
京
を
求
心
と
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
日
本
資
本
主
義
経
済
の
発
展
と
関
係
が
深
い
．
「
求
心
」

的
と
い
う
意
味
は
、
単
に
商
流
と
し
て
の
結
合
性
・
依
存
性
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
商
品
生
産
の
地
域
間
分
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

生
産
工
程
そ
れ
自
体
の
地
域
間
分
業
ま
で
進
ん
だ
段
階
で
、
本
格
的
に
「
求
心
」
性
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に



地
域
構
造
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
地
域
構
造
形
成
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
骨
格
を
な
す
社
会
資
本
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

備
、
特
に
交
通
網
の
整
備
の
水
準
と
あ
り
方
と
が
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
．
そ
し
て
結
論
を
先
取
り
し

て
い
う
な
ら
ば
、
特
に
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
社
会
資
本
が
東
京
を
中
心
と
し
た
地
域
配
置
で
も
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ

が
日
本
経
済
の
求
心
的
地
域
構
造
の
基
本
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
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こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
社
会
資
本
の
概
念
そ
れ
自
体
を
対
象
と
し
た
検
討
は
し
な
い
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
日
本
経
済
の
地
域
構
造
の
形

成
と
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
経
済
活
動
と
の
関
連
で
社
会
資
本
の
地
域
配
置
を
マ
ク
ロ
的
に
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
）
　
　
　
　
　
（
凶
）

察
し
た
研
究
は
意
外
に
少
な
く
、
「
行
政
投
資
実
績
」
を
資
料
と
し
た
森
川
滋
や
宮
本
憲
一
な
ど
の
業
績
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
し

て
や
フ
ロ
ー
面
で
は
な
く
、
ス
ト
ッ
ク
面
か
ら
の
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
『
昭
和
四
五
年
度
国
古
。
田
調
査
』
以
外
に

は
統
計
資
料
を
求
め
る
こ
と
が
事
実
上
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
下
に
お
い
て
は
、
二
章
で
こ
の
地
域
政
策
の
中
心
概
念
で
あ
る
社
会
資
本
整
備
の
考
え
方
の
展
開
を
戦
後
の
経
済
計
画
の
推
移
の
中
か

ら
追
っ
て
み
た
い
。
地
域
開
発
と
し
て
の
全
国
総
合
開
発
計
画
で
は
な
く
、
経
済
計
画
を
た
ど
る
理
由
は
、
第
］
に
全
国
総
合
開
発
計
画
に

は
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
財
政
的
数
字
と
こ
れ
へ
の
裏
打
ち
が
な
さ

れ
て
い
な
い
が
、
経
済
計
画
に
は
一
部
の
計
画
を
除
い
て
、
一
応
の
部
門
別
で
は
あ
れ
、
財
政
的
な
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
は
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
共
事
業
関
係
の
長
期
計
画
で
確
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定
年
度
が
経
済
計
画
の
策
定
年
度

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
は
経
済
計
画
の
方
を
と
っ
た
方
が
よ
り
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
章
に
お
い
て
は
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
あ
る
い
は
行
政
投
資
の
マ
ク
ロ
的
地
域
配
置
の
重
点
変
化
を
、
戦
後
復
興
期
、
⊥
口
回
度
成
長
お
よ
び

安
定
成
長
期
の
三
期
に
分
け
て
た
ど
っ
た
。
さ
ら
に
交
通
体
系
の
整
備
を
と
り
あ
げ
て
、
社
会
資
本
の
整
備
と
求
心
的
地
域
構
造
の
形
成
と
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一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
四
章
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期
と
安
定
成
長
期
と
に
分
け
、
社
会
資
本
整
備
の
中
心
と
な
る
行
政
投
資
と

G
N
P
と
の
相
関
関
係
や
、
固
定
資
本
蓄
積
や
固
定
資
本
形
成
と
経
済
活
動
水
準
と
の
関
係
を
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
明
ら
か
に
す
る
．

（
1
）
宮
本
憲
］
「
社
会
資
本
論
（
改
訂
版
）
』
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
一
月
、
の
第
一
章
．
、

（
2
）
拙
稿
「
国
民
経
済
の
地
域
構
造
論
の
到
達
点
と
課
題
」
（
朝
野
洋
一
・
寺
阪
昭
信
・
北
村
喜
行
編
『
地
域
の
概
念
と
地
域
構
造
』
大
明
堂
、

　
　
一
九
八
八
年
五
月
）
を
参
照
。
．

（
3
）
森
滝
健
一
郎
「
地
域
開
発
」
（
経
済
学
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
大
月
経
済
学
辞
典
』
大
月
書
店
、
『
九
七
九
年
四
月
）
。

（
4
）
辻
　
悟
一
「
地
域
政
策
」
（
川
島
哲
郎
編
『
経
済
地
理
学
』
朝
倉
書
店
、
【
九
八
六
年
六
月
）
．

（
5
）
古
典
的
に
は
バ
ー
・
一
・
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
、
伊
藤
喜
栄
・
小
杉
毅
・
森
川
滋
・
中
島
茂
訳
『
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
立
地
と
地
域
政
策
』
ミ
ネ

　
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
一
九
八
六
年
五
月
．
、

（
6
）
矢
田
俊
文
『
産
業
配
置
と
地
域
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
八
二
年
。

（
7
）
藤
岡
謙
二
郎
編
『
日
本
歴
史
地
理
総
説
古
代
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
六
月
、

（
8
）
川
添
登
編
『
国
土
と
経
営
に
お
け
る
大
都
市
の
機
能
と
役
割
分
担
に
関
す
る
研
究
』
総
合
研
究
開
発
機
構
、
一
九
八
七
年
五
月
。

（
9
）
大
石
慎
三
郎
「
日
本
近
世
社
会
の
市
場
構
造
』
岩
波
書
店
、
］
九
七
五
年
一
一
月
、
の
第
三
章
「
近
世
中
期
に
お
け
る
大
阪
市
場
と
江
戸
市
場
」
。

（
1
0
）
東
京
・
大
阪
間
の
鉄
道
建
設
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
形
成
の
［
助
と
な
り
、
東
京
と
東
北
地
方
と
の
間
の
鉄
道
に
よ
る
結
合
は
、
東
北
地
方
か
ら

　
東
京
へ
労
働
力
が
供
給
さ
れ
る
契
機
を
作
っ
た
。
植
苗
竹
司
「
わ
が
国
に
お
け
る
地
域
開
発
の
歴
史
的
展
開
過
程
」
（
大
来
佐
武
郎
編
『
地
域

　
開
発
の
経
済
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
九
月
）
。

（
H
）
北
村
嘉
行
「
工
業
地
帯
の
形
成
と
変
貌
」
（
北
村
嘉
行
・
矢
田
俊
文
編
「
日
本
工
業
の
地
域
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
七
七
年
一
一
月
）
．
、

（
1
2
）
五
四
年
は
八
月
分
の
月
間
販
売
額
、
五
六
年
は
六
月
分
の
月
間
販
売
額
。

（
1
3
）
拙
稿
「
総
合
商
社
」
（
北
村
嘉
行
・
寺
阪
昭
信
編
「
流
通
・
情
報
の
地
域
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
七
九
年
三
月
）
．

（
1
4
）
池
口
小
太
郎
『
日
本
の
地
域
構
造
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
七
年
二
月
、
の
第
一
章
「
日
本
の
地
域
構
造
と
そ
の
特
色
」
。



（
1
5
）
竹
内
正
巳
『
地
域
経
済
の
構
造
と
政
策
』
法
律
文
化
社
、
一
九
六
六
年
六
月
、
の
特
に
第
四
章
「
地
域
経
済
開
発
の
課
題
」
。
ま
た
板
倉
勝

　
高
『
日
本
工
業
の
地
域
シ
ス
テ
ム
』
大
明
堂
、
一
九
八
八
年
七
月
、
の
第
二
章
「
工
業
の
地
方
分
散
」
に
お
け
る
「
輸
送
組
立
工
業
」
。

（
1
6
）
宮
川
泰
夫
『
工
業
配
置
論
』
大
明
堂
、
一
九
七
七
年
四
月
の
第
五
章
「
輸
送
路
の
体
系
と
工
業
の
配
置
」
に
く
わ
し
い
。

（
1
7
）
社
会
的
間
接
資
本
に
か
か
わ
る
代
表
的
見
解
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
加
藤
］
郎
・
寺
西
俊
一
「
社
会
資
本
研
究
と
現
代
資
本
主
義
分
析
」

　
『
地
域
と
自
治
体
』
第
九
集
、
一
九
七
八
年
一
一
月
が
あ
る
。
ま
た
一
部
は
こ
れ
と
重
複
す
る
が
、
代
表
的
見
解
を
抜
粋
し
た
も
の
が
、
日
本

　
の
公
共
事
業
研
究
会
「
図
説
日
本
の
公
共
事
業
』
（
財
）
経
済
調
査
会
、
一
九
八
八
年
七
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
社
会
資
本
と
政
治
経
済
学

　
批
判
体
系
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
明
石
博
行
「
社
会
資
本
の
基
礎
視
角
」
「
経
済
地
理
学
年
報
』
第
三
三
巻
第
三
号
、
一
九
八
七
年
を
参
照
。

（
1
8
）
森
川
滋
「
高
度
成
長
期
に
お
け
る
産
業
基
盤
投
資
の
地
域
的
性
格
」
『
経
済
地
理
学
年
報
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
一
九
七
四
年
。

（
1
9
）
前
掲
註
（
1
）
の
「
4
　
社
会
資
本
充
実
政
策
批
判
」
。

二
　
経
済
計
画
と
社
会
資
本

　
明
治
時
代
以
降
の
社
会
資
本
整
備
は
表
一
に
み
る
よ
う
に
文
教
を
は
じ
め
と
し
て
多
局
面
に
わ
た
っ
て
い
る
．
地
域
構
造
の
編
成
と
の
関

係
で
は
、
さ
し
あ
た
り
国
土
保
全
、
食
爆
増
産
、
産
業
基
盤
整
備
、
交
通
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
に
関
す
る
社
会
資
本
整
備
の
方
向

性
が
問
題
と
な
る
．
ま
た
図
一
に
み
る
よ
う
に
、
経
済
発
展
が
新
た
な
段
階
に
飛
躍
し
よ
う
と
し
た
時
、
例
え
ば
経
済
発
展
が
「
離
陸
」
す

る
時
期
や
、
成
熟
経
済
に
到
達
す
る
時
期
に
は
、
交
通
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
投
資
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
．
交
通
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
は
経
済
発
展
を
質
的
に
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
構
造
を
も
大
き
く
変
え
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
お
け
る
日
本
の
社
会
資
本
整
備
が
地
域
構
造
を
ど
の
よ
う
に
編
成
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
．

社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1

．
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（
1
）
　
戦
後
復
興
と
社
会
資
本
食
潰
し

図1　明治以降の公的固定資本形成の推移
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　　　年8月）
注〕1　部門別の資本形成は社会資本班推計。ただし，文教の明治8年～昭和15年についてはr長期経済統計4　資本形成メ東洋

　　　経済〕の公立学校建築費を使用。
　　2　公的固定資本形成の凝念は，明治8年～昭和5D年は1日SNAベース・昭和55年は新SNAヘースを採用・
　　3　雫は「国民経済計算」「経済企画庁編）より，昭和55～59年度の値として、今［司算出したものである、

社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造

　
戦
後
日
本
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
推
移
は
大
き
く
は
四
段
階
に
分
け
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
．
、

　
第
］
段
階
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
で
あ
る
．
こ
の
時
期
は
社
会
は
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
を
食
い
潰
す
こ
と
に
よ
っ
て
戦
後
復
興
を
と
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
．
第
二
次
世

界
大
戦
に
よ
る
国
富
の
損
害
は
大
き
く
、
そ
の
損
害
額
は
一
九
四
八
年
公
定
価
格
で
計

算
す
る
と
四
兆
二
千
億
円
に
の
ぼ
り
、
こ
の
額
は
日
本
が
戦
前
に
持
っ
て
い
た
国
富
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

四
分
の
一
に
相
当
し
た
。
「
戦
後
の
公
共
事
業
の
内
容
は
…
、
災
害
復
旧
費
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
、
之
に
対
応
し
て
国
土
保
全
関
係
の
費
目
が
連
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
は

極
め
て
鮮
や
か
に
表
わ
れ
て
い
る
。
之
に
対
し
て
農
業
や
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
終

戦
後
い
ち
早
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
開
拓
事
業
や
戦
災
復
興
事
業
が
そ
の
最
盛
期
た
る
べ

き
第
二
年
、
第
三
年
に
お
い
て
か
え
っ
て
予
算
か
ら
事
業
量
の
圧
追
を
受
け
、
そ
の
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

分
比
率
は
漸
減
し
て
い
る
」
．

　
他
方
、
経
済
政
策
は
縮
小
再
生
産
か
ら
拡
大
再
生
産
に
転
換
さ
せ
る
べ
く
、
「
．
．
唯

一
の
基
礎
的
素
材
た
る
石
炭
の
生
産
に
向
か
っ
て
、
す
べ
て
の
経
済
政
策
を
集
中
的
に

　
　
　
〔
3
）

傾
斜
…
」
さ
せ
る
「
傾
斜
生
産
方
式
」
を
一
九
四
六
年
に
採
用
し
た
。
四
七
～
四
八
年

の
二
年
間
に
は
設
備
資
金
と
し
て
金
融
機
関
か
ら
融
資
さ
れ
た
額
は
一
二
七
四
億
円
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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図2－1　公共事業費と一般分の部門別構成比の推移
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　　注　⑤　治山治水＝河川，ダム、砂防，治山、海津，高潮など。

　　　　2　港湾等工港湾、漁港、空港。
　　　　③　その他＝造林、林道、都市．一L業用水、離島電気など、

図2－2　公共事業の推移
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　資料：図2－1と同じ。
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6
　
4
　
2

ほ
ぼ
戦
前
の
水
準
に
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

図
二
の
よ
う
に
直
面
し
た
緊
急
課
題
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
基
盤
整

　
　
　
八

あ
り
、
そ
の
三
九
％

が
石
炭
・
鉄
鋼
・
電

力
・
化
学
肥
料
・
海

運
・
繊
維
産
業
部
門

に
、
集
中
的
に
投
下

さ
れ
た
。
し
か
も
投

下
さ
れ
た
一
二
七
四

億
円
の
う
ち
七
四
％

は
日
本
銀
行
引
き
受

け
の
復
金
債
で
あ
っ

た
．
こ
の
ほ
か
価
格

差
補
給
金
や
見
返
資

金
の
運
用
な
ど
に
よ

っ
て
も
基
礎
的
産
業

部
門
へ
の
資
金
の
補

給
が
行
な
わ
れ
た
．
そ
の
結
果
、
四
八
年
末
に
は
繊
維
産
業
を
除
く
こ
れ
ら
の
産
業
活
動
は
、

　
社
会
資
本
整
備
と
し
て
の
公
共
事
業
は
、
四
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
限
ら
れ
た
財
源
を
、

の
食
糧
確
保
と
国
土
保
全
と
に
集
中
さ
せ
た
。
治
山
や
食
糧
確
保
の
た
め
の
農
林
漁
業
で
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
増
え
た
。



備
の
た
め
の
社
会
資
本
投
資
を
行
な
わ
な
い
で
、
基
礎
的
産
業
部
門
で
の
生
産
活
動
を
急
激
に
行
な
っ
た
の
で
、
そ
の
つ
け
は
既
存
の
社
会

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
食
い
潰
し
に
あ
ら
わ
れ
た
。
例
え
ば
一
九
四
六
年
に
四
四
九
億
円
（
一
九
六
〇
年
価
格
）
あ
っ
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
四
八

年
に
は
二
六
八
億
円
へ
と
減
少
し
た
。
港
湾
ス
ト
ッ
ク
は
四
八
年
に
は
二
一
五
億
円
あ
っ
た
の
が
、
五
］
年
に
は
そ
の
五
二
一
％
に
あ
た
る
］

一
四
億
円
に
な
っ
た
。
電
信
電
話
は
四
八
年
に
は
四
〇
九
億
円
の
ス
ト
ッ
ク
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
し
、
五
二
年
で
も
三
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

億
円
で
低
迷
し
た
。
全
体
と
し
て
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
食
い
潰
し
状
況
は
一
九
五
六
年
ま
で
続
い
た
。

（
2
）
　
高
度
成
長
政
策
と
行
政
投
資

①
生
産
力
回
復
へ
の
投
資

　
戦
後
の
経
済
計
画
の
第
一
号
は
『
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
済
の
自
立
と
完
全
雇
用
の
達
成
を
目
標
と
し
て
一
九
五

五
年
］
二
月
に
策
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
お
お
む
ね
計
画
の
前
期
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
経
済
の
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
経
済
の
正
常

化
の
促
進
と
産
業
基
盤
の
育
成
に
施
策
の
重
点
を
お
き
、
計
画
の
後
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
に
立
っ
た
経
済
規
模
の
拡
大
と
そ
れ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

雇
用
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
の
施
策
に
重
点
を
置
い
て
ゆ
く
こ
と
と
」
し
た
．

　
公
共
事
業
関
係
予
算
は
、
五
五
年
度
当
初
予
算
で
一
五
〇
一
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
］
般
会
計
予
算
総
額
の
一
五
．
一
％
で
あ
っ
た
。
五

六
～
六
〇
年
度
で
は
九
〇
五
〇
億
円
が
公
共
事
業
関
係
と
し
て
計
画
さ
れ
、
こ
の
事
業
額
は
一
般
会
計
予
算
総
額
の
一
五
．
九
％
で
あ
り
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
構
成
比
で
の
伸
び
が
予
定
さ
れ
た
。
公
共
事
業
関
係
の
内
訳
を
み
る
と
、
一
般
公
共
事
業
が
一
二
一
．
○
％
↓
三
二
．
九

％
、
道
路
街
路
］
七
・
三
％
↓
二
〇
・
三
％
、
災
害
復
旧
等
三
五
・
二
％
↓
二
八
・
○
％
、
食
糧
増
産
一
六
．
七
％
↓
一
八
．
七
％
で
あ
り
、
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］
○

公
共
事
業
の
重
点
を
前
掲
図
二
の
よ
う
に
、
当
面
の
手
当
と
し
て
の
災
害
復
旧
等
か
ら
次
第
に
生
産
力
基
盤
整
備
に
移
行
さ
せ
る
計
画
が
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
』
は
、
繊
維
製
品
や
雑
貨
の
好
調
な
輸
出
と
豊
作
と
が
重
な
っ
て
、
五
六
年
度
中
に
は
計
画
目
標
の
多
く
を
達

成
し
て
し
ま
っ
た
。
他
面
に
お
い
て
、
傾
斜
生
産
方
式
に
よ
る
基
礎
的
産
業
の
生
産
力
の
復
活
は
、
ス
ト
ッ
ク
の
食
い
潰
し
に
よ
っ
て
実
現

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
今
後
の
日
本
経
済
を
担
う
べ
き
重
化
学
工
業
に
関
す
る
生
産
力
基
盤
整
備
の
必
要
性
を
痛
感
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
新
長
期
経
済
計
画
』
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
打
重
化
学
工
業
化
を
進
め
る
た
め
の
産
業
立
地
の
条
件
整
備
を
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

題
と
し
て
、
五
七
年
一
一
月
に
策
定
さ
れ
た
．
し
か
し
社
会
資
本
に
関
す
る
行
政
投
資
の
分
野
別
配
分
額
の
提
示
は
『
国
民
所
得
培
増
計
画
』

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

②
産
業
基
盤
の
先
行
投
資
へ

　
『
国
民
所
得
倍
増
計
画
』
は
、
「
所
得
倍
増
が
達
成
さ
れ
る
範
囲
内
で
社
会
投
資
の
配
分
を
考
慮
し
、
企
業
設
備
に
対
す
る
行
政
投
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

比
率
を
現
状
の
三
対
一
か
ら
（
昭
和
）
四
五
年
に
は
二
対
一
程
度
へ
の
上
昇
を
見
込
み
」
、
表
二
の
よ
う
に
行
政
投
資
を
部
門
別
に
提
示
し

た
。
六
〇
年
度
投
資
額
と
計
画
期
間
に
お
け
る
投
資
決
定
額
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
行
政
投
資
の
比
重
は
明
ら
か
に
国
土
保
全
・
そ
の
他

か
ら
産
業
基
盤
・
民
生
安
定
に
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
．
産
業
基
盤
の
中
で
は
農
林
水
産
業
か
ら
道
路
や
港
湾
に
よ
り
大
き
な
行
政
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

が
、
投
資
戦
略
と
し
て
の
地
域
開
発
政
策
に
積
極
的
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
民
生
安
定
の
分
野
で
は
住
宅
に
行
政
投
資
の
重
き
が
置
か
れ
た
。
た
だ
し
産
業
基
盤
と
民
生
安
定
と
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
産

業
発
展
に
直
接
的
に
必
要
な
行
政
投
資
は
、
効
率
性
が
強
調
さ
れ
て
、
計
画
期
間
の
前
半
期
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
．
産
業
発
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表3　経済計画における部門別投資額の推移
（単位：億円）

社会発展計画
52年度

　醤年産価格）

『一　構成比（％）

経済社会基本計画
　（48～52年度

　　　　47年度価格）

昭和50年代前期経済計画
　（51～55年度

　　　　　50年度価格）

新経済社会7ヶ年計画
　　（54～60年度

　　　　53年度価格）

金額構成費（％）金 額構成費（％）　金
額；轍費（％）

45．46　　　58．62　　　373，200　　　41．46　　　54．30　　　　　385，00〔〕 38．50i47．40 863，500…35．98；44．15

21，27　　　27．43　　　190，000　　　21．11　　　27．65　　　　　195，000　　　19．50　　　24．01 460，㎜19．17－ Q3．52

3，45　　 4，45　　 31，900　　 3．54　　 4．64

←L併1’認 c
　10．00　　　12．89

29，000 2・90－3・57 68，5・。；2・853・5・

7、700　　　　0．86　　　　1．12 8，㎜：O．80：0，98－27，5001．151．41

78，500　　　　8．72　　　11．42 80，000　　　8．00　　　9．85 177，500　　　7．39　　　9．07

9・67　12・47　65・100－7・23　9・47 73，000　　　　7．30　　　　8．99 130，000　　　　5．42　　　　6．65

19．45　　25．08　　2DO，100－　22．24　　29．12 288，400 28．8435．50－ V33，000…30，54：37．47

7．09　　　　9．14　　　　60、800　　　　6．76　－　　8．85 65．000
6．5・8．・・一135．㎜…5．6216．9。

5．71　　　7．36 77・400－8・6011・26 136，400　　　13．64　　　16．79　　　　335，800　　　13．99…　17．17

1．89　　　2．44 18・2002・02－2・65 21，500
2、151 Q、65－54，2・・i2．26i2、77

4．76　－　　6．14　　　43，700－　　4．86　　　6，36 65，500 6．558．06－208．㎜18．6巾0，63

6．73　　　　8．67　　　　58，300 6・48…8・49－69・D・・一6・9・8・49 178，000－　　7．42－　　9．10

5・91　7・62，55・500

一
6．17…8．08

一
69．900－　　6．991　　8．61 　　　ド181，50017、561g、28

77．弱100．OO…
687，100

76．34－1・・．。。一812，3・・一 　　！81．23　11DO．00　－

　　1

　　　　　　　1
1，956，00（〕　　81．50　i100．00

1．82…
30，000　　　　3．33 20．000… oo2 48，000　　2．00

20．621

　　1
182・900－20・32 167・7・。 F16．771

　　1
396，0001 P6．50

　　　！
100・00… 900・0001100・DO 1，㎜，ooo 　　　1100・00！ 2，400，000

およひ営団地下鉄を含まない．

事業等にあてるための調整資金である．

衛生，国土保全に含まれている。また，

設を含む。

従来厚生福祉に含まれていた自然公園が環境衛生に含まれている・

一
社
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資
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一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造

1国民所得培増計画…中
　　（36～45年度

！　　　　　35年度価格）

期　　経　　済　　計

（39～43年度

　　　38年度価格）

済
卜

経
⑭

新画⊥
一
　
　
）

一
言
　
格

展
　
価

　
　
度

発
度
年

会
年
4
0

　
お

社
～

　
　済
q

経画

金　額構成比（％）！金 額構成比（％）金額！構成比（％）金額

交通通信…100，500　44．58164、67

道　路1 49，000　21．74131．53：
　　　　　　　　　　　1

82，000i46、06：60、57130，30047・37！6L46250・100
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　　　！
鉄　道… 17，200！7．63！U．・7

電電　29，000i12．8618．66
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1

10．22　　　13．48　　　　33，800

9．72

12・2915・941 55，000

12．77i26，600i
　　I

9．67： 53，200

生活環境1 33，700　　　14，95　　　21．69 32，700：18．3724．14－48，10017．4922．69ヨ107，000

住宅113，0DO　5．77　8．37i 11，2001 6．29…8．27：17，100i 6．221　　8．071 39，000

環境衛生
　　　　　　1
5・∫0012・5313・67一 8，3001 4．66　6．13－12，700　4．62－5．99：31，400

厚生福祉一 4，000　1．η　2．57i
　　　　　　　　　　I

3，7001 2．08i2．73i5，2001
　　i　　I

1．89！2．451

　　　　　　1
10，400

学　校1 11，000　4．88　7．08 9，500一 5．34　7．0／…13，100　4．76　6．18－26，200

国土保全…　11，200！　4．97　　7．21
〔9，000）！

10，600

　　　i
（5．06）1

　5．96

　　　　　　　1
7・82i18・10016・588・54－
　　　　　　　I　　I

37，000

農林漁業　　10，000－　4．441　6、44 10，200 5．73：7．53　15，500　5・64：7・31　32・500

ノ』・　　　言十　・　155，400　！

　　　　　　　　　1
68．94　1100．00

（133，900）　：

　135，500

　　　1（75．22）I
　　　I　loo．oo
　76．12

　　　！
　　　1212、0001 77．09…100．00；426，600

調整額 5，000　　 2．22
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　4001

（／．12〉i

　O．22
　　ラ5，000i1．82 10，000

その他　65，000　28、841 42，100－　23．65 58，000　　　21．09 U3，400

100．001 275，000合計1225，400100．001 178，〔X）O　I
　　　1
100，00！ 550，000

　　（備考）1，中期計画および倍増計画においては，①国土保全は海岸を含まない。　②鉄道は帝都高速度交通営団

　　　　　2．中期計画欄の（）内は，調整費2，000億円を国土保全に配分する前の数字である。

　　　　　3．経済社会発展計画における調整費は，新市街地の開発等今後計画の具体化が予想される大規模な整備

　　　　　4．r航空」については新経済社会発展計画ではじめて特掲項目となった・

一　　　　　5、昭和50年代前期経済計画においては，従来その他に含まれていた上水道，国有林治山がそれぞれ環境

　　　　　　6．新経済社会7ヶ年計画では、学校は文教と改称され、学術施設，社会教育施設・社会体育施設文化施

　　出典1中島富雄「公共投資一その理論と実際　　」ぎょうせい、1982年1月，pp90－91。



　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
四

展
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
行
政
投
資
は
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。
『
国
民
所
得
増
増
計
画
』
の
後
半
期
に
お
い
て
は
、
社
会

資
本
整
備
の
重
点
を
産
業
基
盤
か
ら
住
宅
な
ど
の
生
活
基
盤
や
農
林
漁
業
の
近
代
化
の
た
め
の
基
盤
、
交
通
通
信
施
設
な
ど
の
整
備
に
移
す

た
め
に
、
．
表
三
の
よ
う
に
改
め
て
『
中
期
経
済
計
画
』
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
政
府
が
池
田
内
閣
か
ら
佐
藤
内
閣
に
交
替
し
た
こ
と
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

の
計
画
は
短
命
に
終
わ
り
、
後
半
期
の
計
画
は
事
実
上
棚
上
げ
に
さ
れ
た
。

　
佐
藤
内
閣
の
も
と
で
策
定
さ
れ
た
『
経
済
社
会
発
展
計
画
』
は
、
産
業
基
盤
整
備
と
し
て
の
隘
路
打
開
投
資
か
ら
社
会
開
発
を
す
す
め
る

た
め
の
先
行
投
資
へ
と
社
会
資
本
整
備
の
方
向
を
転
換
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
『
中
期
経
済
計
画
』
と
対
比
す
る
と
、
前
掲
表

三
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
重
点
は
生
活
環
境
部
門
よ
り
は
鉄
道
な
ど
の
交
通
通
信
部
門
に
置
か
れ
た
．
生
活
関
連
施
設
投
資
に
つ
い

て
も
、
「
…
単
に
従
来
の
都
市
整
備
の
立
遅
れ
を
取
り
も
ど
す
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
望
ま
し
い
都
市
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

う
な
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
資
本
投
下
を
先
行
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
。

　
『
新
経
済
社
会
発
展
計
画
』
は
、
「
二
全
総
」
に
示
さ
れ
た
国
土
利
用
の
長
期
構
想
の
線
に
そ
っ
て
発
展
基
盤
の
培
養
を
図
り
、
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
、
社
会
資
本
整
備
の
優
先
順
位
を
決
め
る
役
割
を
担
っ
た
。
そ
の
優
先
順
位
の
第
↓
位
は
生

活
環
境
、
と
り
わ
け
住
宅
と
環
境
衛
生
に
与
え
ら
れ
た
が
、
な
お
交
通
通
信
に
は
大
き
な
構
成
比
率
が
与
え
ら
れ
て
い
た
．
す
な
わ
ち
「
…
長

期
的
視
点
か
ら
交
通
通
信
網
の
整
備
等
に
よ
っ
て
全
国
土
の
開
発
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
都
市
、
地
方
都
市
及
び
農
村
の
各
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
べ
き
機
能
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
地
域
構
造
を
再
編
成
」
す
る
と
．

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
社
会
資
本
充
実
政
策
は
、
世
界
最
高
水
準
の
公
共
投
資
が
行
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
量
の

社
会
的
費
用
を
発
生
せ
し
め
た
。
こ
の
社
会
的
費
用
の
発
生
は
、
公
共
投
資
を
大
き
く
上
回
る
民
間
資
本
の
無
計
画
な
過
剰
投
資
と
蓄
積
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
投
資
の
一
般
的
労
働
手
段
↓
研
究
施
設
↓
厚
生
福
祉
施
設
↓
公
害
対
策
と
い
う
序
列
性
や
地
域
的
配
分



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

の
不
均
衡
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。

③
安
定
成
長
政
策
と
行
政
投
資

1
生
活
環
境
重
点
の
社
会
資
本
整
備

　
「
社
会
経
済
基
本
計
画
』
は
第
］
次
石
油
危
機
直
前
の
七
三
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
．
⊥
口
回
度
経
済
成
長
と
「
日
本
列
島
改
造
」
論
の
煽
り

を
受
け
て
、
公
害
の
防
除
と
地
価
高
騰
の
防
止
、
社
会
保
障
の
充
実
を
掲
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
福
祉
充
実
の
課
題
を
抱
え
込
み
な
が

ら
、
行
き
詰
ま
っ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
産
業
構
造
の
転
換
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る
か
、
そ
の
た
め
の
産
業
立
地
条
件
を
ど
う

整
え
る
か
を
模
索
し
た
．
前
掲
表
三
の
よ
う
に
、
生
活
環
境
整
備
に
重
点
を
移
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
特
に
環
境
衛
生
へ
の
取
り
組

み
が
目
立
つ
．
他
面
、
交
通
通
信
は
鉄
道
や
電
信
電
話
で
構
成
比
が
下
が
っ
た
も
の
の
、
道
路
に
関
し
て
は
後
退
せ
ず
、
前
計
画
な
み
の
大

き
な
比
重
が
置
か
れ
た
。

　
石
油
暴
騰
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
産
業
構
造
は
打
撃
を
受
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
産
業
構
造
へ
の
政
策
転
換
が
追
ら
れ
た
。

『
昭
和
五
〇
年
代
前
期
経
済
計
画
』
は
、
不
況
脱
却
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
と
、
そ
れ
ま
で
の
公
共
投
資
政
策
の
軌
道
を
大
き
く
修
正
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
…
国
際
的
に
も
高
い
水
準
に
あ
る
私
的
消
費
や
民
間
経
済
活
動
に
比
べ
、
生
活
環
境
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
資
本
の
サ
ー
ビ
ス
の
相
対
的
遅
れ
が
著
し
い
。
こ
の
相
対
的
な
遅
れ
を
解
消
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
民
生
活
を
形
成
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
な
ぞ
の
結
果
公
共
馨
は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
さ
ら
笙
活
環
境
の
整
備
に
傾
斜
し
、
特
に
環
境
衛
生
や
学
校
で
の
構

成
比
が
高
ま
っ
た
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
交
通
網
の
整
備
は
、
国
民
生
活
の
充
実
の
基
盤
と
な
る
生
活
関
連
の
社
会
資
本
整
備
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1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

の
優
先
の
も
と
で
、
先
送
り
と
さ
れ
た
。

　
石
油
価
格
暴
騰
は
日
本
経
済
全
般
に
停
滞
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
積
極
財
政
が
く
ま
れ
、
赤
字
国
債
が
増
発
さ
れ
た
．

そ
の
結
果
、
経
済
成
長
は
高
成
長
期
の
半
分
程
度
の
水
準
に
あ
た
る
「
低
成
長
」
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
公
共
投
資
の
推
進

は
財
政
再
建
と
抱
き
合
わ
せ
と
い
う
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
』
の
も
と
で
は
公
共
投
資
は
、
三
全
総

の
定
住
構
想
に
そ
っ
て
国
民
生
活
に
直
接
関
係
の
深
い
分
野
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
そ
の
た
め
生
活
環
境
の
伸
び
が
大
き
く
、
な
か
で
も
学

校
へ
の
投
資
の
増
大
が
目
立
っ
た
．
し
か
し
、
他
面
、
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
個
人
・
家
庭
・
地
域
の
自
助
努
力
・
連
帯
と
政
府
の
重
点
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
）

保
障
と
い
う
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
考
え
方
は
次
第
に
、
生
活
環
境
に
重
点
を
お
い
た
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
の

見
直
し
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
．

2

社
会
資
本
の
見
直
し

　
『
一
九
八
○
年
代
経
済
社
会
の
展
望
と
指
針
』
は
、
行
財
政
改
革
と
民
間
活
力
導
入
を
前
提
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
官
民
分

担
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
『
展
望
と
指
針
』
は
、
社
会
資
本
の
分
野
構
成
を
新
た

に
安
全
基
盤
（
国
土
保
全
・
都
市
の
安
全
な
ど
）
、
活
力
基
盤
（
交
通
・
通
信
な
ど
）
お
よ
び
快
適
基
盤
（
住
宅
・
居
住
環
境
な
ど
）
の
三

つ
に
く
み
直
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
公
共
投
資
額
の
提
示
を
避
け
た
。

　
『
世
界
と
と
も
に
生
き
る
日
本
一
経
済
運
営
五
ヵ
年
計
画
一
』
は
、
社
会
資
本
整
備
を
輸
出
主
導
型
経
済
構
造
か
ら
内
需
拡
大
型
経
済
構

造
へ
転
換
す
る
た
め
の
支
持
基
盤
と
し
て
位
置
付
け
た
．
こ
れ
に
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
（
四
全
総
）
と
が
絡
み
合
っ
て
、
社
会
資
本
整

備
の
戦
略
で
は
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
可
及
的
速
や
か
に
整
備
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
民
生
活
基
盤
は
「
着
実
に
進
め
る
」



と
い
う
位
置
に
後
退
し
た
．
ま
た
社
会
資
本
に
関
し
て
一
層
の
民
間
活
力
の
導
入
と
維
持
管
理
の
問
題
が
出
さ
れ
た
。
前
の
経
済
計
画
と
同

様
に
具
体
的
な
投
資
額
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
（
1
）
経
済
安
定
本
部
経
済
計
画
室
監
修
『
日
本
経
済
の
地
域
構
造
』
東
洋
書
館
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
、
二
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
経
済
安
定
本
部
国
土
総
合
開
発
事
務
処
編
「
府
県
別
現
況
分
析
総
合
表
』
（
財
）
国
民
経
済
研
究
協
会
、
一
九
五
〇
年
｝
一
月
、
］
七
三
ベ

　
　
　
ー
ジ
。

　
（
3
）
有
沢
広
巳
『
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
化
』
『
九
八
四
年
。

　
（
4
）
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編
「
二
〇
〇
〇
年
の
日
本
（
各
論
）
良
質
な
国
土
・
居
住
空
間
の
形
成
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
二
年
九
月
、

　
　
　
二
〇
∩
）
。
べ
1
一
ン
。

　
（
5
）
前
掲
註
（
4
）
の
表
二
七
－
二
。
た
だ
し
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編
『
日
本
の
社
会
資
本
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
］
九
八
六
年
九
月
の
一
二
二
ニ

　
　
　
ベ
ー
ジ
に
お
け
る
表
三
⊥
四
の
推
計
結
果
で
の
推
移
の
傾
向
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
．
、

　
（
6
）
経
済
企
画
庁
編
「
経
済
自
立
五
ヵ
年
計
画
』
奥
村
印
刷
出
版
部
、
一
九
五
六
年
二
月
の
三
七
べ
！
ジ
．

　
（
7
）
有
沢
広
巳
・
稲
葉
秀
三
編
『
資
料
・
戦
後
二
十
年
史
　
2
　
経
済
』
日
本
評
論
社
、
一
九
六
六
年
九
月
、
二
五
｝
＼
二
三
一
ぺ
ー
ジ
．

　
（
8
）
経
済
審
議
会
政
府
公
共
部
門
部
会
投
資
配
分
小
委
員
会
「
投
資
配
分
小
委
員
会
報
告
」
（
農
林
大
臣
官
房
企
画
室
「
所
得
倍
増
計
画
参
考
資

　
　
　
料
二
四
：
－
政
府
公
共
部
門
部
会
（
昭
和
三
五
・
一
（
）
二
〇
）
報
告
i
』
一
九
六
〇
年
、
三
■
へ
ー
ジ
。

　
（
9
）
島
　
恭
彦
「
地
域
開
発
の
現
代
的
意
義
－
投
資
戦
略
と
し
て
の
地
域
開
発
i
」
（
島
恭
彦
「
地
域
論
』
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
一
月
）
．
、

　
（
1
0
）
（
財
）
都
市
化
研
究
公
室
『
戦
後
日
本
の
社
会
資
本
の
整
備
過
程
と
将
来
展
望
に
関
す
る
研
究
』
総
合
肝
究
開
発
機
構
、
］
九
八
四
年
、
五

　
　
　
五
、
五
六
■
ペ
ー
ジ
．
一

　
（
H
）
経
済
企
画
庁
編
『
経
済
社
会
発
展
計
画
一
四
〇
年
代
へ
の
挑
戦
一
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
八
年
、
二
一
■
ペ
ー
ジ
。

　
（
1
2
）
経
済
企
画
庁
編
『
新
経
済
社
会
発
展
計
画
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
〇
年
五
月
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
・
－
－
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
七
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1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一

前
掲
註
（
9
）
。

経
済
企
画
庁
編
『
昭
和
五
〇
年
代
前
期
経
済
計
画
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
【
九
七
六
年
五
月
、
四
〇
ペ
ー
ジ
。

経
済
企
画
庁
編
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
九
年
八
月
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

一
八

三
　
社
会
資
本
配
置
の
地
域
性

（
1
）
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
時
期
区
分

　
こ
こ
で
は
主
に
『
日
本
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
］
九
五
三
年
度
か
ら
八
二
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
社

会
資
本
の
部
門
構
成
と
そ
の
地
域
配
置
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
で
も
っ
て
日
本
経
済
の
求
心
的
地
域
構
造
の
一
般
的
基
盤
の
形
成
を
か
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

え
て
み
た
い
。
『
日
本
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
』
主
要
二
〇
部
門
に
関
す
る
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
推
計
値
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
都
道
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

県
別
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
↓
五
部
門
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
推
計
値
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
全
国
に
関
し
て
は
二
〇
部
門
の
推

計
値
を
も
ち
い
、
都
道
府
県
別
で
は
残
念
な
が
ら
一
五
部
門
の
推
計
値
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
一
九
五
三
年
度
の
主
要
二
〇
部
門
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
総
計
は
約
一
九
兆
円
で
あ
っ
た
。
図
三
の
よ
う
に
ス
ト
ッ
ク
額
は
五
〇
年
代
後

半
で
は
五
％
前
後
増
加
を
続
け
、
六
〇
年
に
は
約
二
六
兆
円
と
な
っ
た
。
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
率
は
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
、
六
〇
年
代
前
半
で

一
〇
％
を
超
え
、
七
二
年
度
に
は
最
大
値
］
四
・
八
％
に
達
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
額
も
六
七
年
度
に
五
〇
兆
円
を
超
え
、
七
二
年
度
に
は
約
九

六
兆
円
に
な
っ
た
。
そ
の
後
ス
ト
ッ
ク
増
加
率
は
、
次
第
に
後
退
し
て
七
〇
年
代
後
半
に
は
一
〇
％
前
後
に
落
ち
、
八
二
年
度
に
は
六
．
七

％
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ス
ト
ッ
ク
額
は
、
七
三
年
度
に
一
〇
〇
兆
円
を
、
八
O
年
度
に
二
〇
〇
兆
円
を
超
え
、
八
二
年
度
で
は
約
二
三
八
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兆
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
五
三
年
度
の
］
二
・
五
倍
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
分
野
別
シ
ェ
ア
変
動
か
ら
み
た
第
一
の
転
換
点
は
一
九
五
五
年
頃

　
ダ

　
畔
』
　
に
あ
る
。
こ
れ
以
前
は
戦
後
復
興
の
時
期
で
あ
る
。
四
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
前
掲

8
1
　
本

η罰

�
}
二
に
み
た
よ
う
に
、
公
華
業
費
は
当
面
す
る
災
害
復
旧
星
点
が
あ
り
、
］
般
公

一
胃
躍
鴻
共
事
業
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
は
弱
か
っ
た
．
そ
の
中
で
も
重
点
が
置
か
れ
た
の

一
篇
祐
騨
は
食
糧
増
産
の
た
め
の
農
業
基
盤
整
備
で
あ
っ
た
・
五
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
一
般
公

　
7
4
『
う

一
7
3
2
庁
よ
共
事
業
の
重
点
は
次
第
に
農
業
基
盤
整
備
か
ら
治
山
治
水
に
移
っ
た
。
災
害
復
旧
へ
の

　
7
画
ぎ

一

2

　
　
1

百
兆
円

1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1

公
共
事
業
費
も
五
三
年
度
を
頂
点
と
し
て
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
．
五
五
年
以
降
道

路
へ
の
投
資
が
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
て
い
く
の
で
あ
る
．

　
第
二
の
転
換
点
は
一
九
七
〇
年
頃
に
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
の
分
野
別
シ
ェ
ア
は
一
九
五

三
年
以
降
で
図
四
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
生
活
環
境
分
野
の
シ
ェ
ア
は
五
〇

年
代
で
は
お
お
き
か
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
交
通
通
信
分
野
に
重
点
的
な
投
資

が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
六
〇
年
代
で
は
後
退
し
た
．
し
か
し
七
〇
年
代
以
降
は
、
そ
の

シ
ェ
ア
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
交
通
通
信
の
シ
ェ
ア
は
、
七
〇
年
代
前
半
ま

で
は
上
昇
し
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
で
は
次
第
に
低
下
し
て
き
た
．
国
土
保
全
の

シ
ェ
ア
は
次
第
に
低
下
し
た
が
、
七
〇
年
代
以
降
は
一
割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
農

林
漁
業
は
極
め
て
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
国
土
保
全
を
追
い

越
し
た
。
こ
の
よ
う
に
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
産
業
基
盤
整
備
は
、
一
九
七
〇
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
九



図4　社会資本ストック部門別構成の推移（主要20部門）
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社
会
資
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地
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配
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と
日
本
経
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の
地
域
構
造
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
境
と
し
て
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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1

げ
た
と
お
り
で
あ
る
。

東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、

合
が
五
五
年
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
は
拡
大
し
、

（
2
）
高
度
成
長
期
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
地
域
配
置

二
〇

五
五
年
～
八
二
年
の
間
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
配
置
の
地
域
的
変
動
に
関
し
て
は
三
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
．

　
　
　
　
兵
庫
な
ど
大
都
市
を
抱
え
た
都
県
と
静
岡
な
ど
で
み
ら
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
は
縮
小
し
た
も
の
の
、

　
ス
ト
ッ
ク
総
量
や
そ
の
分
野
別
構
成
の
変
化
か
ら
す
る
と
、
社
会
資
本
整
備
の

重
点
は
五
五
年
度
と
七
〇
年
度
度
に
お
い
て
変
化
が
み
ら
れ
た
が
、
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
の
地
域
配
置
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
（
主
要
一
五
部
門
）
を
取
り
上
げ
、
部
門
構
成
で
転
換
時
期

と
み
ら
れ
る
↓
九
五
五
年
度
、
七
〇
年
度
、
八
二
年
度
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

地
域
配
置
と
地
域
別
の
分
野
的
構
成
の
特
徴
を
み
て
お
こ
う
．
な
お
、
ス
ト
ッ
ク

の
分
野
別
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
生
活
環
境
に
は
下
水
道
、
公
共
賃
貸
住

宅
、
廃
棄
物
、
水
道
、
都
市
公
園
、
文
教
の
各
ス
ト
ッ
ク
が
、
交
通
通
信
に
は
道

路
、
空
港
、
港
湾
が
、
国
土
保
全
に
は
治
山
、
治
水
、
海
岸
が
、
農
漁
業
に
は
農

業
と
漁
業
が
、
そ
の
他
に
は
工
業
用
水
道
が
含
ま
れ
る
．

　
↓
五
部
門
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
都
道
府
県
別
構
成
と
そ
の
変
化
は
図
五
に
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
都
県
で
は
、
全
国
に
対
す
る
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
年
度
の
配
置
率
は
な
お
五
五



図5　主要15部門社会資本ストックの都道府県別配置
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0

一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一

滋京大兵奈和鳥島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖
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年
度
の
そ
れ
よ
り
高
か
っ
た
．
例
え
ば
東
京

は
六
・
六
％
↓
一
〇
・
八
％
↓
八
・
○
％
へ

と
変
化
し
、
大
阪
は
五
・
二
％
↓
八
・
二
％

↓
六
・
二
％
へ
と
変
化
し
た
。
第
二
は
対
全

国
比
が
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
拡
大
し

て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
北
海
道
と
埼
玉
、

千
葉
、
奈
良
な
ど
で
み
ら
れ
る
．
北
海
道
を

除
け
ば
、
大
都
市
の
外
延
的
拡
大
を
直
接
的

に
受
け
入
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
．
例
え
ば

埼
玉
で
は
二
・
五
％
↓
二
・
六
％
↓
三
・
］

％
と
高
く
な
っ
た
。
第
三
の
動
き
は
そ
の
他

の
府
県
で
み
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

が
対
全
国
比
は
一
貫
し
て
後
退
し
た
か
、
あ

る
い
は
八
二
年
度
に
一
定
の
回
復
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
五
五
年
度
水
準
を
確

保
で
き
て
い
な
い
．
つ
ま
り
戦
後
に
お
け
る

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
形
成
は
、
北
海
道
と
大

都
市
を
中
心
と
し
た
地
域
で
相
対
的
に
厚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

　
　
　
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
有
編
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
住
長
熊
大
宮
鹿
沖

で
あ
る
。
生
活
環
境
分
野
の
シ
ェ
ア
変
動
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
地
域
特
性
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
差
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
が
で
き
よ
う
。

　
第
一
は
東
京
・
神
奈
川
・
京
都
・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
を
抱
え
る
地
域
に
み
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

は
す
で
に
生
活
環
境
シ
ェ
ア
が
六
割
前
後
に
達
し
て
い
た
．
七
〇
年
度
で
は
交
通
分
野
の
伸
び
が
あ
っ
た
た
め
に
、

　
O

　
　
　
二
二

整
備
さ
れ
て
き
た
と
い

え
る
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う

な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
は

社
会
資
本
整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
．
ま
た
そ
の
際
ど

の
よ
う
な
地
域
特
性
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
図
六
は
］
九
五
五

年
度
、
七
〇
年
度
、
八

二
年
度
に
お
け
る
分
野

別
ス
ト
ッ
ク
構
成
を
都

道
府
県
別
に
み
た
も
の

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
分
野
は
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た

こ
の
シ
ェ
ア
変
動
か
ら
四
つ
の
地
域
類
型
を
指
摘
す
る
こ

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
五
五
年
度
に

　
　
　
　
　
生
活
環
境
は
二
～
三
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資料：経済企画庁『日本の社会資本』ぎょうせい，1986年、

　
0

　
　
　
道
森
手
械
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

　
　
　
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

　
　
　
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
除
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
島
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

ら
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
生
活
環
境
分
野
シ
ェ
ア
が
五
五
年
度
の
三
割
程
度
か
ら
急
激
か
つ
連
続
的
に
拡
大
し
、

の
っ
た
。
国
土
保
全
分
野
は
五
五
年
度
で
は
三
～
四
割
台
と
高
か
っ
た
が
、

度
に
は
］
割
水
準
を
き
っ
た
．
こ
の
第
二
の
タ
イ
プ
は
関
西
で
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
第
三
は
生
活
環
境
分
野
シ
ェ
ア
が
五
五
～
七
〇
年
度
で
大
き
く
後
退
し
た
が
、

　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一

％
の
後
退
を
見
せ
た
．

し
か
し
八
二
年
度
に
は

生
活
環
境
は
五
五
年
度

を
二
～
五
％
上
回
る
高

　
い
シ
ェ
ア
に
再
び
拡
大

し
た
。
国
土
保
全
・
農

林
漁
業
分
野
の
シ
ェ
ア

　
は
も
と
も
と
低
か
っ
た

　
が
、
年
度
を
追
う
に
つ

　
れ
て
ま
す
ま
す
低
く
な

　
つ
た
。

　
　
第
二
の
タ
イ
プ
は
埼

　
玉
と
千
葉
な
ど
の
東
京

　
に
隣
接
し
た
地
域
で
み

八
二
年
度
に
は
五
割
台
に

生
活
環
境
や
交
通
分
野
の
急
速
な
シ
ェ
ア
拡
大
の
中
で
八
二
年

七
〇
～
八
二
年
度
で
二
～
七
％
程
度
盛
り
返
し
た
タ
イ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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r
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1

騒團■生活環境　二二］交通　羅…国一七保全　翅農漁業

＿その他
資料：経済企画庁『日本の社会資本』ぎょうせい，1986年，

　
　
　
道
森
手
械
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

　
　
　
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

　
　
　
北
青
若
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富
有
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

お
太
平
洋
ベ
ル
ト
の
な
か
で
も
兵
庫
・
奈
良
・
愛
知
な
ど
大
都
市
を
抱
え
る
あ
る
い
は
隣
接
し
た
地
域
は
、

が
目
立
ち
、
八
二
年
度
で
は
五
割
前
後
に
な
っ
た
．

　
第
四
の
タ
イ
プ
は
上
記
三
つ
以
外
の
地
域
に
分
布
す
る
。

五
五
～
七
〇
年
度
で
ほ
と
ん
ど
が
シ
ェ
ア
一
～
二
割
減
と
い
う
著
し
い
低
下
が
み
ら
れ
た
。

　
　
0

　
　
　
二
四

で
あ
り
、
こ
れ
は
宮
城
・

石
川
・
香
川
な
ど
の
地

方
中
枢
都
市
を
か
か
え

る
地
域
、
そ
し
て
静
岡

か
ら
岡
山
ま
で
の
太
平

洋
ベ
ル
ト
お
よ
び
大
分

に
分
布
す
る
．
こ
れ
ら

の
地
域
は
五
五
～
七
（
）

年
度
に
交
通
分
野
の
シ

ェ
ア
拡
大
が
著
し
い
。

こ
の
時
期
に
は
東
海
道

新
幹
線
や
東
名
・
名
神

高
速
道
路
な
ど
の
整
備

が
す
す
め
ら
れ
た
．
な

生
活
環
境
分
野
シ
ェ
ア
の
回
復

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
生
活
環
境
分
野
の
シ
ェ
ア
は
一
貫
し
て
後
退
し
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
地
域
は
五
五
年
度
に
お
い
て
は
国
土



保
全
と
農
林
漁
業
分
野
と
を
併
せ
た
も
の
が
、
最
大
の
シ
ェ
ア
を
し
め
て
い
た
。
国
土
保
全
分
野
の
シ
ェ
ア
は
全
国
的
に
後
退
を
し
て
い
る
。

ま
た
拡
大
し
た
県
で
も
ほ
と
ん
ど
は
二
～
四
％
の
範
囲
で
あ
り
、
連
続
的
に
拡
大
し
た
の
は
長
崎
（
三
↓
一
〇
↓
一
八
％
）
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
土
保
全
分
野
の
シ
ェ
ア
の
後
退
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
農
林
漁
業
分
野
の
シ
ェ
ア
が
多
く
の
都
府
県
で
連
続
的
に
拡
大
し
た
。

連
続
的
に
後
退
し
た
の
は
埼
玉
と
神
奈
川
だ
け
で
あ
り
、
七
〇
～
八
二
年
度
に
後
退
し
た
の
は
、
北
海
道
や
岩
手
．
秋
田
な
ど
の
北
東
北
、

新
潟
な
ど
の
北
陸
、
首
都
圏
、
愛
知
・
滋
賀
・
山
口
・
高
知
・
長
崎
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
の
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
形
成
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
第
一
に
は
量
的
な
重
点
が
北
海
道
を
除
け
ば
、
ま
ず
大
都
市
地
域
が
重
点
と
さ
れ
、
し
か
る
後
に
大
都
市
周
辺
部
に
移
っ
て
い
っ
た
こ

と
に
あ
り
、
第
二
に
は
そ
の
分
野
構
成
は
全
国
的
に
は
生
活
環
境
分
野
と
国
土
保
全
分
野
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
交
通
分
野
に
移
行
し
た

が
、
地
域
的
に
は
特
に
生
活
環
境
ス
ト
ッ
ク
が
大
都
市
か
ら
、
農
漁
業
ス
ト
ッ
ク
が
農
村
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
第
三
に
そ
の

結
果
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
構
成
に
お
け
る
地
域
差
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
．

（
3
）
安
定
成
長
期
の
行
政
投
資
の
地
域
配
置

　
七
四
年
の
石
油
危
機
に
よ
っ
て
日
本
経
済
は
構
造
的
転
換
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
産
業
構
造
を
模
索
す
る
社
会
資
本
整
備

の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
た
。
経
済
の
あ
ら
た
な
「
安
定
成
長
」
を
図
る
た
め
に
、
七
〇
年
代
末
に
は
行
政
投
資
の
方
向
が
転
換
さ
れ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

あ
る
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
転
換
を
し
て
き
て
い
る
の
か
を
七
五
～
八
四
年
度
の
行
政
投
資
実
績
か
ら
た
ど
っ
て
お
こ
う
．

　
こ
の
期
間
で
の
特
徴
は
、
第
］
に
七
八
年
度
ま
で
は
行
政
投
資
額
が
、
七
六
年
度
を
除
け
ば
、
対
前
年
度
比
］
○
～
一
二
〇
％
増
で
推
移
し

た
。
こ
れ
が
七
九
年
度
か
ら
一
桁
台
に
後
退
し
、
さ
ら
に
八
二
年
度
か
ら
は
「
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
答
申
」
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た

　
　
　
！
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
f
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

「
行
政
改
革
」
に
よ
っ
て
公
共
事
業
抑
制
が
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、
八
四
年
度
ま
で
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
「
行
政
改
革
」
な
か
で
国
の
経
費
負
担
割
合
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
国
の
経
費
負
担
割
合
は
七
五
年
度
の
四
九
・
三
％
か
ら

八
四
年
度
に
は
四
六
・
○
％
に
下
が
っ
て
き
た
．
都
道
府
県
と
市
町
村
の
経
費
負
担
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
・
五
％
↓
二
二
・
三
％
、
二
九
・

二
％
↓
三
］
・
七
％
と
増
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
第
二
に
行
政
目
的
別
で
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
最
大
の
シ
ェ
ア
を
持
ち
、
し
か
も
そ
れ
を
拡
大
し
て
き
た
生
活
基
盤
投
資
が
八
｝
年
度
の

］
二
．
六
一
兆
円
、
四
三
・
八
三
％
を
境
と
し
て
投
資
額
の
み
な
ら
ず
シ
ェ
ア
を
も
後
退
し
、
八
四
年
度
に
は
二
・
九
七
兆
円
、
四
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

六
四
％
と
な
っ
た
。
産
業
基
盤
の
シ
ェ
ア
は
傾
向
と
し
て
は
拡
大
し
て
お
り
、
八
二
年
度
ま
で
は
］
四
～
一
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
八
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

度
以
降
、
ニ
ハ
％
台
に
な
っ
た
。
八
四
年
度
で
は
四
・
五
七
兆
円
、
一
六
・
五
五
％
を
し
め
て
い
た
．
農
林
水
産
基
盤
へ
の
行
政
投
資
は
八

一
年
度
の
二
・
九
三
兆
円
（
↓
○
・
二
五
％
）
を
境
と
し
て
後
退
し
、
八
四
年
度
に
は
二
・
七
五
兆
円
（
九
・
九
六
％
）
に
な
っ
た
．
国
土

　
　
　
（
8
）

保
全
投
資
は
七
〇
年
代
後
半
に
は
拡
大
し
た
が
、
八
○
年
代
で
は
八
％
前
後
を
推
移
し
、
八
四
年
度
で
は
二
・
一
九
兆
円
（
七
・
九
％
）
で

　
　
　
　
　
　
（
9
）

あ
っ
た
。
「
そ
の
他
」
の
シ
ェ
ア
は
、
七
五
年
度
以
降
、
傾
向
的
に
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
七
五
年
度
に
は
四
・
六
七
兆
円
、
二
七
・
〇

二
％
で
あ
っ
た
の
が
、
八
四
年
度
に
は
四
・
四
四
兆
円
、
一
二
・
六
五
％
と
な
っ
た
．
つ
ま
り
産
業
基
盤
整
備
に
再
び
比
重
が
か
け
ら
れ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
L
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
第
三
に
は
行
政
投
資
の
地
域
配
分
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
．
地
域
配
分
を
首
都
圏
・
太
平
洋
ベ
ル
ト
（
除
く
首
都
圏
）
・
地

　
〔
1
2
）

方
圏
の
三
地
域
区
分
で
み
る
と
、
七
九
年
度
頃
に
転
換
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
首
都
圏
の
シ
ェ
ア
は
七
五
年
度
の
二
一
・
五
五
％
か

ら
七
九
年
度
に
は
↓
九
．
五
四
％
ま
で
後
退
し
た
が
、
そ
の
後
は
拡
大
に
転
じ
八
四
年
度
に
は
］
二
・
七
八
％
に
な
っ
た
。
太
平
洋
ベ
ル
ト

の
シ
ェ
ア
は
傾
向
と
し
て
は
後
退
を
続
け
た
。
七
五
年
度
で
は
三
四
・
七
七
％
を
持
っ
て
い
た
シ
ェ
ア
は
八
一
年
度
に
は
三
一
・
七
一
％
に

な
り
、
そ
の
後
若
干
の
回
復
は
あ
っ
た
も
の
の
、
八
四
年
度
で
は
三
一
・
五
九
％
に
ま
で
後
退
し
た
。
地
方
圏
の
シ
ェ
ア
は
七
五
年
度
の
四



三
・
六
八
％
か
ら
七
九
年
度
に
は
四
八
・
四
一
％
へ
と
大
き
く
伸
び
た
が
、
そ
の
後
は
後
退
に
転
じ
八
四
年
度
で
は
四
六
．
六
三
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
八
O
年
代
に
入
っ
て
地
域
配
分
の
重
点
が
地
方
圏
か
ら
首
都
圏
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
七
〇
年
代
末
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
て
、
行
政
投
資
は
地
方
自
治
体
の
経
費
負
担
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
、
部
門
的
に
は
産
業

基
盤
整
備
に
、
地
域
的
に
は
首
都
圏
に
重
点
を
移
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
観
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
東
京
指
向
の
交
通
体
系
整
備

日
本
経
済
の
地
域
構
造
が
求
心
性
を
強
め
る
物
的
な
契
機
は
、
東
京
を
忠
と
す
る
交
通
網
の
形
成
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
、
、
口
う
ま
で
も
な
い
．

明
治
以
降
に
お
い
て
は
ま
ず
鉄
道
が
主
要
都
市
間
を
む
す
び
つ
け
、
主
要
交
通
機
関
が
鉄
道
と
な
っ
た
。
明
治
年
間
で
の
鉄
道
網
の
分
布
は
、

太
平
洋
寄
り
と
東
北
地
方
に
偏
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
形
成
の
基
盤
と
な
り
、
ま
た
東
北
地
方
が
東
京
へ
労
働
力
を
供
給
す
る

役
割
を
担
う
蓋
と
な
つ
極
そ
の
後
の
在
来
鉄
道
網
の
形
成
は
東
京
へ
の
求
心
的
縦
断
牛
ト
か
ら
地
方
都
市
間
の
横
断
牛
ト
ヘ
と
移

っ
た
。

戦
前
の
道
路
建
設
は
自
動
車
の
普
及
率
の
低
さ
か
ら
、
産
業
基
盤
と
い
う
よ
り
笙
活
環
境
基
盤
の
整
備
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
農
村
地

帯
に
お
い
て
は
失
業
対
策
と
し
て
道
路
叢
り
上
げ
ら
れ
た
．
産
業
基
盤
と
し
て
の
道
路
投
資
は
一
九
五
四
年
度
か
ら
始
ま
る
道
路
整
備
五

か
年
計
画
に
よ
っ
て
で
あ
る
』
あ
道
路
整
備
五
か
年
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
に
δ
盗
わ
た
る
策
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
策
定
時

期
の
ほ
と
ん
ど
が
経
済
計
画
の
策
定
時
期
と
豪
し
て
お
り
、
道
路
計
画
と
経
済
計
画
と
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
．

各
五
か
年
計
画
の
改
訂
理
由
の
特
徴
点
を
あ
げ
誓
、
第
二
次
（
一
九
五
八
－
六
二
年
度
）
か
ら
第
五
次
（
六
七
－
七
一
年
度
）
ま
で
は

「
経
済
発
展
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
道
路
へ
の
整
備
要
請
」
や
「
交
通
需
要
の
増
大
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
．
こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
五

　
　
　
－
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

六
年
四
月
に
は
日
本
道
路
公
団
が
設
立
さ
れ
た
。
道
路
公
団
は
高
速
道
路
や
一
般
有
料
道
路
を
建
設
し
た
が
、
高
速
道
路
は
ま
ず
名
神
高
速

道
路
（
六
三
～
六
五
年
）
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
、
次
い
で
東
名
高
速
道
路
（
六
八
～
六
九
年
）
と
い
う
よ
う
に
ま
ず
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
を

縦
貫
す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
．

　
第
五
次
か
ら
第
六
次
（
七
〇
～
七
四
年
度
）
に
か
け
て
は
二
全
総
と
の
関
連
で
も
あ
り
、
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
路
の
決
定
に
伴
う

道
路
計
画
の
再
検
討
」
や
「
新
し
い
道
路
交
通
体
系
の
確
立
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
高
速
道
路
の
建
設
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
か
ら
中
国
・
九
州
方

面
と
東
北
．
関
越
方
面
へ
と
の
び
、
第
二
東
名
と
し
て
の
中
央
高
速
道
路
の
建
設
が
進
ん
だ
。
こ
の
時
期
、
東
名
高
速
道
路
以
外
に
は
首
都

高
速
道
路
と
は
直
結
と
は
で
き
て
い
な
い
と
は
い
え
、
高
速
自
道
車
道
路
の
開
通
は
物
流
の
東
京
へ
の
求
心
性
を
大
き
く
強
め
る
こ
と
と
な

っ
た
．
東
京
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
首
都
高
速
道
路
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
．
大
阪
の
都
心
部
で
も
高
速
道
路
が
建
設
さ

れ
た
．
、

　
第
七
次
（
七
三
～
七
七
年
度
）
か
ら
第
八
次
（
七
八
～
八
二
年
度
）
に
か
け
て
は
、
三
全
総
と
の
か
ら
み
も
あ
り
「
過
疎
過
密
の
解
消
と

地
方
都
市
の
育
成
」
や
「
定
住
構
想
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
」
な
ど
に
加
え
生
活
環
境
面
の
強
調
が
目
立
っ
た
。
高
速
道
路
建
設
も
首
都

と
直
結
し
な
い
地
方
都
市
間
の
ル
ー
ト
が
供
用
を
開
始
し
た
。

　
第
八
次
（
七
八
～
八
二
年
度
）
と
第
九
次
（
八
三
～
八
七
年
度
）
に
な
る
と
、
「
道
路
交
通
需
要
の
増
大
」
と
い
う
量
的
な
も
の
だ
け
で

な
く
、
「
国
民
の
多
様
な
要
求
」
に
応
え
る
質
的
な
道
路
整
備
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
第
に
地
方
都
市
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
）

て
き
た
。
四
全
総
で
墜
口
回
速
道
路
の
ほ
か
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
建
設
が
目
玉
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
は
す
で
に
建
設
さ
れ

た
幹
線
高
速
道
路
と
結
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
全
総
で
い
う
東
京
か
ら
の
一
日
行
動
圏
の
な
か
に
全
国
各
地
が
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
鉄
道
は
自
動
車
交
通
時
代
の
中
で
、
大
都
市
民
営
鉄
道
を
の
ぞ
い
て
は
停
滞
な
い
し
後
退
を
続
け
、
国
鉄
は
｝
九
八
七
年
に
分
割
さ
れ
民



営
化
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
新
幹
線
だ
け
は
快
調
な
営
業
成
績
を
あ
げ
て
き
た
。
新
幹
線
鉄
道
の
供
開
は
六
四
年
一
〇
月
の
東
海
道

新
幹
線
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
山
陽
新
幹
線
（
七
二
～
七
五
年
）
、
上
越
・
東
北
新
幹
線
（
八
二
～
八
五
年
）
が
開
通
し
た
。
そ
の
整
備
の

順
序
は
か
つ
て
の
在
来
線
鉄
道
や
高
速
自
動
車
道
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
太
平
洋
ベ
ル
ト
で
あ
り
、
次
い
で
山
陽
．
九
州
方
面
へ
の
延
伸
、

東
京
か
ら
東
北
等
へ
の
延
伸
で
あ
り
、
東
京
へ
の
縦
貫
線
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
四
国
と
北
海
道
を
除
き
、
お
よ

そ
三
〇
万
人
以
上
の
す
べ
て
都
市
を
東
京
と
結
ぶ
路
線
の
建
設
が
優
先
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
人
的
流
動
で
の
東
京
求
心
性
は
ま
す
ま
す
強
め

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
陸
上
高
速
交
通
体
系
が
及
ば
な
い
地
域
に
対
し
て
は
ロ
ー
カ
ル
空
港
の
設
置
や
ジ
ェ
ッ
ト
化
対
応
．
整

備
に
よ
っ
て
、
東
京
へ
の
求
心
性
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
き
て
い
る
．

（
1
）
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
主
要
二
〇
部
門
と
は
道
路
、
港
湾
、
航
空
、
国
鉄
、
鉄
道
公
団
等
、
地
下
鉄
道
、
電
電
公
社
、
下
水
道
、
廃
棄
物
処
理
、

　
水
道
、
都
市
公
園
、
文
教
、
公
共
賃
貸
住
宅
、
治
山
、
治
水
、
海
岸
、
農
林
漁
業
、
郵
便
、
国
有
林
、
工
業
用
水
の
二
〇
部
門
を
さ
す
。

（
2
）
前
出
二
〇
部
門
の
う
ち
郵
便
、
国
有
林
、
地
下
鉄
、
電
電
公
社
、
鉄
建
公
団
等
を
除
い
た
一
五
部
門
。
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編
「
日
本

　
の
社
会
資
本
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
］
九
八
六
年
九
月
、
二
三
四
～
二
四
八
ぺ
ー
ジ
の
表
三
－
一
七
。

（
3
）
森
川
滋
は
、
行
政
投
資
実
績
の
都
道
府
県
別
分
析
に
よ
っ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
の
産
業
基
盤
投
資
が
六
〇
年
代
前
半
ま
で
の
大
都
市
中
心

　
か
ら
六
〇
年
代
後
半
に
は
「
後
進
地
域
」
中
心
へ
と
重
点
が
移
動
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
掲
註
ズ
ー
8
）
。

（
4
）
こ
の
期
間
に
限
定
し
た
の
は
、
調
査
対
象
に
七
五
年
度
に
国
鉄
と
鉄
道
建
設
公
団
と
が
新
た
に
加
わ
り
、
八
五
年
度
に
日
本
専
売
公
社
と
日

　
本
電
信
電
話
公
社
が
民
営
化
に
よ
っ
て
は
ず
れ
、
総
額
の
変
動
に
無
視
で
き
な
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
八
二
年
度
以

　
降
、
京
浜
お
よ
び
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
が
抜
け
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
表
わ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
こ
こ
で
い
う
生
活
基
盤
投
資
は
、
市
町
村
道
、
街
路
、
都
市
計
画
、
住
宅
、
環
境
衛
生
、
厚
生
福
祉
、
文
教
施
設
、
水
道
及
び
下
水
道
投
資

一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
！

二
九
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社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

を
い
う
。
自
治
省
編
「
行
政
投
資
』
地
方
財
務
協
会
、
］
九
八
七
年
六
月
。

　
産
業
基
盤
投
資
と
は
国
県
道
、
港
湾
、
空
港
及
び
工
業
用
水
の
各
投
資
を
い
う
。

　
農
林
水
産
業
の
投
資
を
い
う
。

　
治
山
、
治
水
及
び
海
岸
保
全
の
投
資
を
い
う
。

　
失
業
対
策
、
災
害
復
旧
、
官
庁
営
繕
、
鉄
道
、
地
下
鉄
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
各
事
業
投
資
を
い
う
。

　
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
の
南
関
東
地
域
を
さ
す
。

　
北
関
東
・
東
海
・
近
畿
の
地
域
を
さ
す
。

　
前
掲
註
（
1
0
）
（
H
）
以
外
の
地
域
を
い
う
、

　
前
掲
註
］
（
1
0
）
の
｝
～
一
五
ペ
ー
ジ
。

　
建
設
行
政
研
究
会
編
「
建
設
（
1
）
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
五
年
、
四
九
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
高
規
格
幹
線
道
路
と
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
道
路
で
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
自
動
車
専

用
道
路
の
こ
と
を
い
う
。

　
国
土
庁
計
画
・
調
整
局
四
全
総
研
究
会
編
『
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
　
　
四
〇
の
解
説
一
』
時
事
通
信
社
、
］
九
八
七
年
二
月
、
二

五
八
～
二
六
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
地
域
経
済

（
1
）
　
行
政
投
資
と
G
N
P



図7　国民総生産と行政投資との相関（1958年～85年度）

　　　占　　10　　15　　20　　25　　30
　　　　　　　　　　　行政投資（兆円）

　　　　回帰分析の結果：　　　　　　　　　資料：自治省編

Y切片　　　　　97619、923　　　　　　　　　「行政投資』
Y評価値の標準誤差183976・12　　　　　　　　　　地方財務協会，

R2乗　　　0．9693731標本数　　　　　　28　　　　　　　1987年6月。
自由度　　　　　　　　　26

X係数　　　　9．3085951
X係数の標準誤差　　0．3244913
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国
民
総
生
産
（
兆
円
）

う
産
業
構
造
の
転
換
を
す
す
め
る
た
め
に
、
産
業
基
盤
投
資
が
先
行
し
て
行
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
投
資
と
G
N
P
と
の
関
係
に
大
き
な
変
化
が
表
わ
れ
た
。
少
な
く
と
も
八
］
～
八
五
年
度
の
間
で
は
、

　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
1

　
高
度
経
済
成
長
の
基
礎
は
社
会
資
本
整
備
と
し
て
の
行
政
の
先

行
投
資
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
行
政
投
資
と
国
民
総
生
産
．

公
的
総
固
定
資
本
形
成
・
民
間
企
業
設
備
投
資
と
の
関
係
を
一
九

五
八
～
八
五
年
度
の
二
八
年
間
で
み
る
と
、
相
関
係
数
は
い
ず
れ

も
＋
○
・
九
三
二
～
＋
○
・
九
九
七
と
い
う
高
い
正
の
相
関
関
係

を
し
め
し
て
お
り
、
行
政
投
資
が
経
済
活
動
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
図
七
は
、
行
政
投
資
と
国
民
総
生
産
と
の
相
関
関
係
を
し
め
し

て
い
る
．
G
N
P
の
実
績
値
と
理
論
値
と
の
乖
離
関
係
か
ら
時
期

区
分
を
す
る
と
、
五
八
～
六
五
年
度
ま
で
は
実
績
値
は
理
論
値
を

下
回
っ
て
い
た
。
言
い
替
え
れ
ば
、
行
政
投
資
の
先
行
投
資
の
状

況
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
六
六
～
七
三
年
度
で
は
実
績
値
が
理

論
値
を
上
回
っ
て
お
り
、
先
行
投
資
が
G
N
P
の
加
速
度
的
産
出

に
花
開
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
七
四
～
八
一
年
度
ま
で

は
、
再
び
G
N
P
実
績
値
が
理
論
値
を
下
回
っ
た
が
、
こ
の
時
期

に
は
臨
海
型
か
ら
内
陸
型
へ
、
素
材
型
か
ら
加
工
組
立
型
へ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
八
二
年
度
以
降
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
投
資
と
G
N
P
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

は
負
の
相
関
関
係
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
レ
ベ
ル
で
行
政
投
資
が
対
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
の
は
、
短
期
的
に
は
か
つ
て
み

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
八
○
年
代
に
お
い
て
は
中
期
的
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
行
政
投
資
と
G
N
P
と
の
関
係
を
都
道
府
県
別
に
観
察
す
る
と
、
長
期
的
に
は
強
弱
は
と
も
か
く
正
の
相
関
関
係
（
＋
○
・
三
四
四
～
＋

0
・
九
七
七
）
と
い
う
共
通
性
を
持
つ
。
相
関
係
数
で
の
都
道
府
県
間
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
と
い
っ
た
地
域
特
性
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
特
に
八
0
年
代
に
入
る
と
、
た
い
て
い
の
都
道
府
県
に
お
い
て
行
政
投
資
額
と
G
N
P
と
が
負
の
相
関
関
係
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
一
般
的
な
地
域
特
性
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
行
政
投
資
対
G
N
P
係
数
分
布
で
は
地
域

特
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
G
N
P
係
数
が
全
国
平
均
値
を
う
わ
ま
わ
る
の
は
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
三
重
・
京
都
・

大
阪
・
兵
庫
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
行
政
投
資
効
率
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

（
2
）
　
高
度
成
長
期
の
固
定
資
本
蓄
積
と
経
済
活
動

　
日
本
経
済
の
地
域
構
造
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
域
対
そ
れ
以
外
の
地
域
と
い
う
対
抗
的
地
域
構
成
を
確
立
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

同
時
に
首
都
圏
を
中
心
と
す
る
求
心
的
地
域
構
成
へ
の
編
成
替
え
を
準
備
し
て
き
た
。
そ
し
て
日
本
経
済
の
地
域
構
造
は
安
定
成
長
期
に
入

る
と
急
速
に
そ
の
地
域
構
成
の
求
心
性
を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
の
地
域
構
成
の
求
心
性
は
主
に
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
。
そ
の

第
一
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
国
土
構
造
の
骨
格
を
形
作
っ
て
き
た
社
会
資
本
整
備
の
地
域
序
列
性
と
東
京
求
心
性
に
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
第
二
は
資
本
の
立
地
配
置
の
外
延
的
拡
大
と
そ
れ
に
と
も
な
う
地
域
経
済
の
再
編
成
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
経
済
の
地
域

構
成
が
求
心
的
に
な
る
と
い
う
の
は
、
単
な
る
生
産
の
地
域
問
分
業
が
進
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
．
　
交
易
関
係
を
通
じ
て
の
産
業
部

門
の
地
域
問
分
業
が
で
は
な
く
、
作
業
工
程
の
地
域
間
分
業
が
進
む
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
は
完
成
品
を
作
る
の
で
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頂
誘
τ
柔
革
さ
評
画
二
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Σ
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翫
f
査
読
ぶ
ひ
奎
’
。
』
∈
。
。
墨
…
〔
ニ
コ
“
こ
、
」
一
…
．

は
な
く
、
部
分
品
を
つ
く
る
こ
と
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
完
成
品
を
作
る
中
心
に
依
存
度
を
深
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
指
し

　
　
　
　
　
（
2
）

示
す
の
で
あ
る
．

　
公
共
部
門
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
部
門
や
家
計
部
門
ま
で
の
す
べ
て
の
部
門
に
わ
た
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
状
況
は
『
国
富
調
査
』
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
が
、
七
〇
年
以
降
は
調
査
が
行
な
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
地
域
別
の
包
括
的
な
統
計
が
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
七
〇
年
の
も
の
し
か
な
い
．
七
〇
年
以
降
は
フ
ロ
ー
面
で
の
み
こ
れ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
こ
で
ま
ず
、
『
昭
和
四
五
年
国
富
調
査
』
か
ら
七
〇
年
時
点
の
地
域
別
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
賦
存
状
況
を
み
て
お

こ
う
。

　
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
粗
有
形
固
定
費
額
（
以
下
、
資
産
額
）
は
表
四
の
よ
う
に
二
七
四
兆
円
で
あ
っ
た
。
資
産
総
額
の
地
域
配
置
は
関

　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

東
～
近
畿
の
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
大
き
く
傾
斜
し
て
お
り
、
全
体
の
六
〇
％
を
し
め
た
．
な
か
で
も
関
東
へ
の
集
中
は
大
き
く
関
東
二
九
・

］
％
で
あ
っ
た
。
分
野
別
資
産
額
の
地
域
配
分
か
ら
地
域
ご
と
の
特
徴
を
み
る
と
、
家
計
分
野
の
資
産
分
布
は
総
資
産
額
の
四
一
・
八
％
を

し
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
総
資
産
額
分
布
と
対
応
し
て
い
る
。
細
か
く
み
れ
ば
の
総
資
産
額
分
布
と
家
計
資
産
分
布
と
の
間
の
ず
れ

は
一
％
内
外
で
あ
り
、
北
海
道
を
除
け
ば
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
で
相
対
的
に
低
く
、
そ
の
他
の
地
帯
で
相
対
的
に
高
く
現
わ
れ
た
。

　
最
も
多
く
の
資
産
が
あ
る
関
東
の
特
徴
は
、
国
関
係
と
民
間
関
係
の
資
産
が
相
対
的
に
か
な
り
大
き
く
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国

関
係
で
は
公
共
分
野
で
の
国
資
産
の
三
九
・
四
％
が
、
国
営
企
業
資
産
の
三
五
・
O
％
が
関
東
に
集
中
し
た
。
民
間
関
係
で
は
民
間
法
人
企

業
資
産
で
三
四
・
］
％
が
、
民
間
非
営
利
団
体
資
産
で
三
六
・
八
％
が
そ
れ
ぞ
れ
関
東
に
集
中
し
た
．
相
対
的
に
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
の
は
公
共
物
と
個
人
事
業
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
五
％
と
一
九
・
八
％
で
あ
っ
た
．
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
構
成
比
は
他
の
い
ず

れ
の
地
域
よ
り
も
高
か
っ
た
。

　
関
東
に
次
い
で
大
き
な
資
産
が
あ
る
近
畿
で
は
、
相
対
的
に
目
立
つ
の
は
公
共
分
野
で
の
地
方
公
共
団
体
資
産
と
民
間
分
野
で
の
民
間
法

人
企
業
資
産
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
一
％
と
二
〇
・
七
％
と
で
あ
っ
た
。
東
海
に
な
る
と
公
共
分
野
で
の
資
産
配
分
が
大
変
弱
い
。

比
較
的
目
立
つ
の
は
民
間
個
人
事
業
体
資
産
と
民
間
法
人
企
業
資
産
と
で
あ
っ
た
。

　
民
間
個
人
事
業
体
の
構
成
比
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
以
外
の
地
域
で
共
通
し
て
相
対
的
に
高
い
。
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
中
国
で

は
地
方
公
営
企
業
と
民
間
非
営
利
団
体
が
相
対
的
に
高
く
、
国
営
企
業
資
産
の
割
合
が
低
い
。
四
国
で
は
民
間
非
営
利
団
体
資
産
と
公
共
物

資
産
と
が
、
北
陸
で
は
公
共
物
が
目
立
つ
。
九
州
で
は
公
共
分
野
全
般
と
地
方
公
営
企
業
資
産
と
が
め
だ
つ
。
東
北
と
北
海
道
と
は
公
共
分

野
が
相
対
的
に
厚
く
現
わ
れ
て
い
る
。
北
海
道
は
公
共
分
野
全
体
に
つ
い
て
厚
い
が
、
東
北
は
国
の
資
産
が
相
対
的
に
薄
い
。
こ
の
ほ
か
北

海
道
は
民
間
非
営
利
団
体
資
産
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
『
昭
和
四
五
年
国
富
調
査
』
に
よ
っ
て
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
経
済
誘
発
効
果
を
も
た
ら
す
か
を
み
て
お
こ
う
。
純
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生
産
↓
億
円
を
産
出
す
る
の
に
ど
れ
だ
け
の
粗
有
形
固
定
資
産
額
が
必
要
な
の
か
を
地
域
別
に
み
た
も
の
が
、
表
五
．
表
六
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
全
国
平
均
で
は
純
生
産
一
億
円
を
産
出
す
る
の
に
四
・
五
億
円
の
粗
有
形
固
定
資
産
額
が
必
要
で
あ
っ
た
．
最
も
効
率
の
よ
い
の
は

関
東
で
あ
り
、
全
国
平
均
の
八
二
％
に
あ
た
る
三
・
七
億
円
の
粗
有
形
固
定
資
産
額
で
一
億
円
の
純
生
産
を
産
出
し
て
い
た
。
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
の
は
関
東
の
ほ
か
は
近
畿
だ
け
で
あ
っ
た
。
最
も
効
率
の
悪
か
っ
た
の
は
四
国
で
あ
り
、
六
・
二
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
企
業

部
門
に
限
定
し
て
み
て
も
、
表
六
の
よ
う
に
関
東
の
優
位
性
は
変
わ
ら
な
い
。
一
億
円
の
産
出
の
た
め
に
粗
有
形
固
定
資
本
額
は
関
東
で
］
．

　
　
　
一
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



図8　総生産の県別シェア変動（1975～85年度）

1
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
一

7．＿　斐z

バ門髪

　
　
望

髪　　
」
］

髪
萎
霧
鬚男1　　　　ラ　　　　彦　　諺　　芳

野　　一望霧

　　％
　0．5

　0．4”

　O．3

　0．2

　0．／

　〔｝
　　　葬

一〇．ユづ

　　　三
一〇，2一‘

一〇．3

－0．4

－O．5一

一〇．6

－o．7

1鬢髪』響

北青岩宮秋山福茨梅鮮埼千束神山最新富石偏静養岐三磁京大兵奈和．艮島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖

海　　　　　　　　　　奈　　　　　　　　　　　　歌　　　　　　　　　　　　児
道森手械田形島城木馬玉葉京rII梨野潟山一II井岡知阜重賀都阪庫良山取根山島口島III媛細岡賀崎本分崎島縄

　資料：経済企画庁「県民経済計算年報」1988年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

七
億
円
、
近
畿
で
は
］
・
九
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
よ
り
多

く
の
粗
有
形
固
定
資
産
額
を
必
要
と
し
た
の
は
中
国
や
北
海
道
・
東
北

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
億
円
、
二
・
二
億
円
、
二
・
一
億
円
で
あ

っ
た
。

（
3
）
　
安
定
成
長
期
の
固
定
資
本
形
成
と
経
済
活
動

　
総
生
産
の
地
域
配
置
は
、
図
八
に
み
る
よ
う
に
七
五
～
八
五
年
度
の

間
で
太
平
洋
ベ
ル
ト
東
部
で
相
対
的
に
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
西
部
で

後
退
し
て
い
る
。
産
業
部
門
別
の
動
向
を
加
味
し
て
み
る
と
次
の
よ
う

な
動
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

　
東
京
で
は
金
融
や
卸
小
売
業
な
ど
の
活
動
が
、
製
造
業
や
そ
の
他
の

第
三
次
産
業
部
門
で
の
相
対
的
後
退
を
補
填
し
、
貢
献
を
し
て
い
る
．

東
京
を
取
り
巻
く
南
関
東
は
製
造
業
で
の
対
全
国
シ
ェ
ア
後
退
が
み
ら

れ
た
が
、
第
三
次
産
業
の
ほ
と
ん
ど
の
部
門
が
大
き
く
伸
び
、
さ
ら
に

は
第
］
次
産
業
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
対
全
国
シ
ェ
ア
拡
大
を
示
し

た
。
北
関
東
か
ら
甲
信
に
か
け
て
は
製
造
業
な
ど
第
二
次
産
業
で
対

全
国
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
だ
け
で
な
く
、
第
三
次
産
業
で
も
ほ
ぼ
す
べ



て
の
部
門
で
対
全
国
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
近
畿
で
あ
る
．
中
心
の
大
阪
は
ほ
と
ん
ど
の
産
業
部
門
で
全
国
シ
ェ
ア
を
後
退
さ
せ
た
。
そ
の
他
の
近
畿
臨
海

部
も
こ
れ
に
追
随
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
奈
良
や
滋
賀
な
ど
の
内
陸
部
で
は
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
に
対
応
し
た
動
き
を
見
せ
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
多
く
の
部
門
で
対
全
国
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
。

　
東
海
は
第
二
次
産
業
に
お
い
て
関
東
内
陸
と
同
じ
動
き
を
見
せ
た
が
、
第
三
次
産
業
で
は
ち
が
つ
た
う
ご
き
を
み
せ
た
。
ま
た
山
陽
は
近

畿
臨
海
の
動
き
と
ほ
ぼ
同
じ
動
き
を
示
し
た
。
北
陸
は
山
陽
と
同
じ
動
き
を
見
せ
た
。
北
海
道
・
東
北
・
山
陰
・
九
州
は
、
第
一
次
産
業
面

で
の
対
全
国
シ
ェ
ア
の
拡
大
、
そ
し
て
部
分
的
に
は
製
造
業
部
門
で
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
。

　
一
九
七
五
年
以
降
は
、
新
S
N
A
に
基
づ
く
「
県
民
総
支
出
」
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
ー
面
で
の
固
定
資
本
形
成
を
地
域
別
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
九
七
五
～
八
五
年
度
に
お
け
る
県
民
総
支
出
と
そ
の
な
か
に
お
け
る
固
定
資
本
形
成
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。

　
県
民
総
支
出
の
合
計
は
七
五
～
八
五
年
度
の
一
〇
年
間
に
一
五
〇
兆
円
か
ら
三
二
三
兆
円
へ
と
一
τ
一
五
倍
の
拡
大
を
し
た
。
県
内
総
固

定
資
本
形
成
の
合
計
は
こ
の
問
に
四
五
・
九
兆
円
か
ら
八
二
・
八
兆
円
へ
と
増
大
し
た
が
、
伸
び
率
は
一
．
八
○
倍
に
と
ど
ま
っ
た
．
総
支

出
に
対
す
る
総
固
定
資
本
形
成
の
割
合
は
三
〇
・
一
％
か
ら
二
五
・
八
％
へ
と
後
退
し
た
．
八
五
年
度
の
総
固
定
資
本
形
成
率
の
地
域
別
分

布
を
み
る
と
、
最
も
低
い
の
は
東
京
の
］
八
・
八
％
で
あ
り
、
こ
れ
に
大
阪
二
〇
二
二
％
、
愛
知
二
一
・
五
％
が
続
く
。
こ
れ
ら
に
次
い
で

低
い
水
準
を
示
す
の
は
、
関
東
の
］
部
と
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
り
、
広
島
も
相
対
的
に
低
い
率
を
示
し
た
。

　
総
固
定
資
本
形
成
は
大
き
く
は
民
間
固
定
資
本
と
公
的
固
定
資
本
と
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
前
者
は
民
間
住
宅
と
企
業
設
備
と
に
、
後
者

は
公
的
企
業
設
備
、
一
般
政
府
と
に
分
け
ら
れ
る
。
五
者
の
間
で
も
っ
と
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
し
め
る
の
は
民
間
企
業
設
備
で
あ
り
、
八
五

年
度
の
場
合
、
全
国
平
均
で
五
五
・
七
％
で
あ
っ
た
。
七
五
年
度
に
は
四
六
・
九
％
で
あ
っ
た
の
で
、
民
間
企
業
設
備
に
よ
る
固
定
資
本
形

成
の
割
合
は
］
○
年
間
に
八
・
八
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
般
政
府
に
よ
る
固
定
資
本
形
成
は
一
七
．
○
％
か
ら
↓
八
．
六
％

　
　
　
　
社
会
資
本
の
地
域
配
置
と
日
本
経
済
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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域
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日
本
経
済
の
地
域
構
造
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
伸
び
た
が
、

図9　総固定資本形成の都道府県別シェアの変動（75～85年度）
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民
間
住
宅
は
二
四
・
○
％
か
ら
一
七
・
九
％
、
公
的
住
宅
は
二
九
・
二

％
か
ら
二
六
・
五
％
、
公
的
企
業
設
備
は
一
〇
二
二
％
か
ら
六
・
七
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

後
退
し
た
。
総
固
定
資
本
形
成
に
し
め
る
民
間
資
本
形
成
の
割
合
が
、
八
五
年
度
の
場

合
、
全
国
平
均
（
七
三
・
五
％
）
を
上
回
っ
た
の
は
、
茨
城
と
千
葉
を
除
く
関
東
、
岐

阜
を
除
く
東
海
、
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
な
ど
の
近
畿
、
そ
し
て
福
岡
で
あ
っ
た
。
特
に

高
い
水
準
を
示
し
た
の
は
東
京
で
あ
り
、
八
五
・
五
％
で
あ
っ
た
．

　
七
五
～
八
五
年
度
の
↓
O
年
間
に
お
け
る
総
固
定
資
本
形
成
の
都
道
府
県
別
シ
ェ
ア

の
変
動
は
図
九
に
み
る
通
り
で
あ
る
．
シ
ェ
ア
の
拡
大
が
目
立
つ
の
は
関
東
・
甲
信
で

あ
っ
た
．
○
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
る
拡
大
を
見
せ
た
の
は
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

長
野
・
愛
知
で
あ
っ
た
。
逆
に
○
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
る
縮
小
を
を
見
せ
た
の
は
北

海
道
・
岩
手
・
山
形
と
い
っ
た
農
村
部
だ
け
で
な
く
、
大
阪
・
兵
庫
・
山
口
・
福
岡
な

ど
太
平
洋
ベ
ル
ト
の
西
部
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
．
こ
の
動
き
は
民
間
固
定
資
本
形
成

の
相
対
的
な
強
さ
や
弱
さ
の
地
域
性
を
反
映
し
て
い
る
。
公
的
固
定
資
本
形
成
の
地
域

別
シ
ェ
ア
変
動
は
東
京
・
大
阪
・
愛
知
と
い
っ
た
大
都
市
圏
の
中
心
部
で
弱
く
、
大
都

市
圏
の
周
辺
部
や
地
方
に
お
い
て
シ
ェ
ア
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
拡
大
し
て
い
る
。

（
1
）

（
2
）

前
掲
註
一
（
1
5
）
竹
内
の
特
に
第
3
章
「
地
域
経
済
循
環
の
仕
組
」
。

そ
の
典
型
は
輸
送
組
立
産
業
の
地
方
分
散
で
あ
る
。
前
掲
註
］
（
1
5
）
板
倉
。



五
　
お
　
わ
　
り

に

　
戦
後
日
本
に
お
け
る
地
域
開
発
政
策
は
、
国
民
経
済
が
地
域
的
に
均
衡
あ
る
発
展
を
す
る
た
め
に
、
理
念
と
し
て
は
経
済
活
動
の
「
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
」
を
掲
げ
た
も
の
の
、
現
実
と
し
て
は
資
本
の
論
理
に
沿
う
と
こ
ろ
の
経
済
活
動
「
集
中
化
」
を
手
助
け
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
．

そ
し
て
こ
の
地
域
開
発
政
策
の
鍵
と
な
る
政
策
は
、
公
共
事
業
を
通
じ
た
社
会
資
本
整
備
計
画
に
あ
り
、
こ
の
社
会
資
本
整
備
の
地
域
配
置

の
あ
り
方
が
、
日
本
経
済
の
地
域
構
造
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
日
本
経
済
の
地
域
構
造
の
求
心
的
性
格
の

形
成
を
社
会
整
備
の
地
域
配
置
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
．
社
会
資
本
の
地
域
配
置
に
関
し
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
ス
ト
ッ
ク
の
側

面
に
重
点
を
お
き
、
地
域
経
済
と
の
関
連
を
重
視
し
た
。

　
社
会
資
本
の
地
域
配
置
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
活
動
に
お
け
る
「
社
会
資
本
」
の
位
置
付
け
に
注
意
を
払
っ
た
。
そ
れ
は
、

日
本
の
地
域
政
策
が
経
済
政
策
、
さ
ら
に
は
産
業
政
策
に
従
属
し
て
来
た
事
実
に
由
来
し
、
地
域
開
発
政
策
は
そ
れ
ら
個
別
政
策
部
門
の
所

産
の
地
域
的
整
備
と
し
て
の
意
味
を
、
持
た
さ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
地
域
開
発
で
は
な
く
国
土
開
発
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
復
興
は
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
食
い
潰
し
な
が
ら
行
な
わ
れ
、
社
会
資
本
整
備
と
し
て
の
公
共
事
業
は
食
料
確
保
と
国
土
保
全
に
重

点
を
お
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
社
会
資
本
整
備
の
重
点
は
、
生
産
力
発
展
の
隘
路
を
打
開
す
る
た
め
に
産
業
立
地
基
盤
整
備
に
向

け
ら
れ
、
『
国
民
所
得
倍
増
計
画
』
と
と
も
に
太
平
洋
ベ
ル
ト
に
地
域
的
重
点
が
お
か
れ
た
．
地
域
的
集
積
の
利
益
を
最
大
限
に
活
用
し
、

高
度
経
済
成
長
を
本
格
的
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
社
会
資
本
整
備
の
地
域
構
造
と
の
関
連
で
マ
ク
ロ
的
み
れ
ば
、
そ
の
求
心
性
は
国
土
保
全
と
農
林
漁
業
部
門
を
除
く
い
ず
れ
の
社
会
資
本

整
備
も
、
ま
ず
中
心
と
し
て
の
大
都
市
の
整
備
か
ら
始
ま
り
、
し
か
る
後
に
周
辺
と
し
て
の
地
方
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
、
地
域
的
序
列

性
の
存
在
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
求
心
性
は
、
特
に
交
通
分
野
で
の
社
会
資
本
整
備
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
大
都
市
、
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と
り
わ
け
首
都
東
京
を
起
点
と
し
た
高
速
交
通
体
系
の
整
備
の
方
向
性
は
決
定
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
高
速
交
通
体
系
の
整
備
・
充
実

は
、
国
民
経
済
の
地
域
間
分
業
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
、
単
に
商
品
生
産
の
地
域
的
分
業
か
ら
生
産
工
程
の
地
域
間
分
業
へ
と
展
開
し
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
．
さ
ら
に
こ
の
整
備
の
促
進
こ
そ
が
、
地
域
間
競
争
を
通
じ
て
、
農
林
漁
業
部
門
を
縁
辺
地
域
に
は
り
つ
け
、
工
業
の
現
業

部
門
を
周
辺
地
域
に
送
り
だ
し
、
中
心
部
近
郊
地
域
に
研
究
・
開
発
部
門
を
独
立
さ
せ
、
首
都
都
心
部
に
中
枢
管
理
機
能
部
門
を
純
化
さ
せ

る
一
般
的
条
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
地
域
構
造
の
求
心
化
に
と
っ
て
必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
単
に
↓
般
的
生
産
手
段
と
し
て
の
社
会
資
本
整
備
だ
け
で
は
な
い
。
共
同
消
費
手

段
の
充
実
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
生
活
環
境
分
野
で
の
社
会
資
本
整
備
が
、
後
追
い
的
で
あ
る
と
は
い
え
、

ま
ず
大
都
市
を
中
心
と
し
た
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
．
こ
こ
に
も
地
域
的
序
列
性
は
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
安
定
成
長
期
に
は
い
っ
て
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
行
政
投
資
と
国
民
総
生
産
と
の
間
の
相
関
関
係
が
正
の
関
係
で
あ
っ
た
の
が
、

負
の
関
係
に
転
換
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
ち
に
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
食
い
潰
し
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
社
会
資
本
の
範
囲

の
取
り
方
を
含
め
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
に
お
け
る
政
府
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
へ
の
支
出
の
削
減
と
、
他
方
に
お
け

る
全
体
と
し
て
の
生
産
力
水
準
や
所
得
水
準
の
向
上
の
な
か
で
、
社
会
資
本
形
成
の
一
部
を
民
間
企
業
が
担
え
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
民
間
企
業
が
社
会
資
本
の
一
部
を
担
う
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
社
会
資
本
の
経
済
性
・
効
率
性
が
追
求
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
社
会
資
本
の
整
備
水
準
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
的
不
均
等
性
が
表
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
．
効
率
性
の
良
い
東
京
を
中
心
と

し
た
首
都
圏
へ
の
集
中
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
生
活
環
境
分
野
か
ら
生
産
基
盤
整
備
に
重
点
が
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
こ
の
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
（
1
）
拙
稿
「
地
域
開
発
政
策
と
福
島
一
理
念
と
現
実
1
」
（
福
島
市
の
経
済
と
く
ら
し
を
考
え
る
会
編
「
地
方
都
市
創
造
へ
の
挑
戦
』
八
朔
社
、

　
　
　
］
九
八
七
年
八
月
。


